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I 調査概要 
 
１ 調査の目的 

障がい者（児）の生活や活動状況、障害福祉サービス等の利用状況などを把握し、さっぽろ障がい者プラン

の改定、札幌市の障がい福祉施策の検討のための基礎資料等とすることを目的とした。 

 
２ 調査対象 
（１） 調査対象者 

① 障がい者（18 歳以上） 
札幌市内に居住する身体障害者手帳の被交付者 

札幌市内に居住する療育手帳の被交付者 

札幌市内の精神科病院に通院している方、地域活動支援センター等を利用している方、グループホーム等

で生活している方 

 

② 障がい児（18 歳未満） 
札幌市内に居住する身体障害者手帳の被交付者 

札幌市内に居住する療育手帳の被交付者 

 

③ 難病患者調査 
難病患者団体の会員の方 

 

④ 施設入所者調査 
札幌市内の障がい者入所施設を利用している方を対象とし、施設長等に回答を依頼した。 

 

⑤ 精神科病院入院患者調査 
札幌市内の精神科病院の入院患者を対象とし、院長等に回答を依頼した。 

 

⑥ 市民意識調査 
札幌市内に居住する 20 歳以上の市民 

 
（２） 対象者の抽出 

身体障がい者（児）については、「身体障害者手帳交付台帳」、知的障がい者（児）については、「療育手帳

交付台帳」をもとに対象者数を抽出した。身体障がい者（児）と知的障がい者（児）の対象者数については、平

成 22 年度調査を参考に回収率を定め、抽出数を設定した。精神障がい者については、留置法により行うこと

を想定したため、平成 22 年度調査を参考に回収率を設定し、配布数を決定した。 

市民意識調査は、平成 22 年度調査を参考に抽出数を設定した。 

 
（３） 抽出方法 

身体障がい者（児）については、障がい区分によるばらつきが出ないように障がい区分（視覚、聴覚、平衡機

能、音声・言語、そしゃく機能、肢体不自由、内部障がい）、障がい程度（重度、中度、軽度）の比率により各

区分を層化し、各層から無作為に抽出した。 

知的障がい者（児）については、療育手帳種別の比率により層化し、各層から無作為に抽出した。 

市民意識調査については、住民基本台帳から無作為に抽出した。 
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図表Ⅰ-1 障がい者（児）調査 抽出数 

 
 
 
 

図表Ⅰ-2 難病患者調査 抽出数 

 
 
 
 

図表Ⅰ-3 施設・病院調査 抽出数 

 
 
 
 

図表Ⅰ-4 市民意識調査 抽出数 

 
 
 
 

単位：票

手帳交付者数 抽出数 想定有効回答数

１ 障がい者調査

　身体障がい 85,870 2,000 1,000

　知的障がい 9,953 2,000 1,000

　精神障がい 19,405 2,000 1,000

２ 障がい児調査

　身体障がい 1,630 500 250

　知的障がい 4,554 500 250

7,000 3,500

調査種別

合計

単位：票

抽出数 想定有効回答数

難病患者調査 500 250

単位：箇所

施設数 抽出数 想定有効回答数

施設入所者調査 29 29 悉皆

精神科病院入院患者調査 39 39 悉皆

68 68 悉皆合計

単位：票

人口
（札幌市に住民登録している

満20歳以上の住民）

（H25.10.1時点）

抽出数 想定有効回答数

市民意識調査 1,608,535 3,000 1,500
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３  調査方法 
（１） 障がい者（児）調査 

郵送により調査票を発送・回収した。ただし、精神障がい者については、市内の精神科病院28ヵ所、就労支

援事業所等の日中活動系サービス27ヵ所、地域活動支援センター・地域共同作業所25ヵ所、共同生活援助

（グループホーム）等の居住系サービス 38 ヵ所に調査票を留置し、郵送により回収した。 

 
（２） 施設・病院調査 

電子メールにより調査票を送信・回収した。 

 
（３） 市民意識・難病患者調査 

郵送により調査票を発送・回収した。 

 
４ 調査期間および調査基準日 

調査期間は平成 25 年 11 月 5 日から平成 25 年 11 月 29 日までとし、調査基準日は平成 25 年 11 月 1 日と

した。 

なお、難病患者調査のみ、調査期間は平成 25 年 11 月 25 日から 12 月 20 日までとした。 
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５ 回収状況 
本調査の回収状況については、次表のとおりである。 

 
図表Ⅰ-5 障がい者（児）調査 回収状況  

 
 
 

図表Ⅰ-6 難病患者調査 回収状況 

 
 
 

図表Ⅰ-7 施設・病院調査 回収状況  

 
 
 

図表Ⅰ-8 市民意識調査 回収状況  

 
 
 
６ 集計・分析上の注意事項 

報告書内の図表については、有効回答数を「Ｎ」で標記した。 

図表中の構成比（％）については、小数点第 2 位以下を四捨五入したものであり、端数処理のため、合計は

必ずしも 100.0％にならない場合がある。 

 

単位：票、％

発送 回収 回収率

障がい者調査 6,000 2,951 49.2%

障がい児調査 1,000 490 49.0%

7,000 3,441 49.2%合計

単位：票、％

発送 回収 回収率

難病患者調査 500 264 52.8%

単位：票

発送 回収

施設入所者調査 29 28

精神科病院入院患者調査 39 28

68 56合計

単位：票、％

発送 回収 回収率

市民意識調査 3,000 1,316 43.9%



 
 
 
 
 

Ⅱ 調査結果の概要 

 



. 
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II 調査結果の概要 
II－１ 障がい者調査 
１ 本人の状況について 
（１） 性別 

問 1 あなたの性別に○をつけてください。 

性別は、「男性」が 55.5％と高く、「女性」が 43.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-1 性別 (N=2,951)  

 
 
 
 
 
 

（２） 年齢 

問 2 あなたの年齢について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

年齢は、「70 歳以上」が 17.6％と最も高く、次いで「60 歳～69 歳」が 17.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-2 年齢 (N=2,951)  

 

男

55.5%

女

43.2%

無回答

1.3%

18歳～19歳

2.0% 20歳～29歳

14.7%

30歳～39歳

15.5%

40歳～49歳

16.4%50歳～59歳

15.6%

60歳～69歳

17.4%

70歳以上

17.6%

無回答

0.7%
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（３） 生活している場所  

問 3 あなたは、現在どこで生活していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活している場所は、「家族または自分の持ち家」が 44.2％と最も高く、次いで「民間のアパートなど」が

19.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-3 生活している場所 (N=2,951) 

 
 
 
 
 
 

 
（４） 障がい者手帳などの種類 

問 4 あなたが持っている障がい者手帳などの種類はどれですか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

障がい者手帳などの種類は、「身体障害者手帳 1 級または 2 級」が 28.1％と最も高く、次いで「療育手帳 

Ａ（最重度または重度）」が 17.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-4 障がい者手帳などの種類 (複数回答、N=2,951) 

 

44.2%

19.9%

7.2%

0.1%

14.8%

8.2%

2.2%

2.4%

0.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

家族または自分の持ち家

民間のアパートなど

市営住宅や道営住宅、公団の住宅

会社の寮

グループホーム・ケアホーム

入所施設

病院に入院中

その他

無回答

28.1%

13.6%

4.9%

17.3%

8.1%

12.8%

1.2%

14.1%

5.4%

16.1%

2.0%

2.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

身体障害者手帳 1級または2級

身体障害者手帳 3級または4級

身体障害者手帳 5級または6級

療育手帳 Ａ（最重度または重度）

療育手帳 Ｂ（中度）

療育手帳 Ｂ-（軽度）

精神障害者保健福祉手帳 1級

精神障害者保健福祉手帳 2級

精神障害者保健福祉手帳 3級

自立支援医療（精神通院医療）受給者証

特定疾患医療受給者証

無回答
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（５） 障がいや疾病の種類 

問 5 あなたの障がいや疾病で、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいや疾病の種類は、「知的障がい」が 33.7％と最も高く、次いで「肢体不自由（下肢）」が 21.1％となって

いる。 

図表Ⅱ-1-5 障がいや疾病の種類 (複数回答、N=2,951) 

 
 
（６） 一緒に住んでいる家族の人数 

問 6 家族のことについておしえてください。 

(1) あなたは何人家族ですか。         

 一緒に住んでいる家族の人数は、「１人」が 36.6％と最も高く、次いで「２人」が 23.0％となっている。 

 

図表Ⅱ-1-6 一緒に住んでいる家族の人数 (N=2,951) 

 

5.4%

5.4%

2.7%

5.7%

11.2%

21.1%

8.3%

3.6%

4.3%

9.2%

4.6%

2.5%

0.5%

3.0%

0.6%

1.2%

33.7%

16.1%

8.1%

1.7%

3.9%

0.6%

1.8%

8.5%

11.3%

0.7%

6.5%

2.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

脳病変による運動機能障がい（上肢）

脳病変による運動機能障がい（下肢）

心臓機能障がい

じん臓機能障がい

呼吸器機能障がい

小腸機能障がい

ぼうこう・直腸機能障がい

免疫機能障がい

肝機能障がい

知的障がい

統合失調症

気分障がい（うつ病、躁病など）

中毒性精神障がい（アルコール等）

心因性精神障がい（心因反応、パニック障害等）

パーソナリティ（人格）障がい

認知症

てんかん

発達障がい

高次脳機能障がい

その他

無回答

36.6%

23.0%

21.6%

11.5%

4.1%

1.2%

0.4%

0.2%

1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人以上

無回答
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（７） 一緒に住んでいる人 

問 6 家族のことについておしえてください。      

(2) 一緒に住んでいる人はだれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。   

一緒に住んでいる人は、「母」が 30.0％と最も高く、次いで「いない（ひとり暮らし）」が 23.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-7 一緒に住んでいる人 (複数回答、N=2,951) 

 
 
 
 
 
 

 
２ 心身の状況について 
（１） 自立性 

問 7 あなたは、日常生活の中で、次の項目をひとりでできますか。それぞれの項目についてあてはまる番号１

つに○をつけてください。 

① 家の中の移動 
家の中の移動は、「ひとりでできる」が 77.5％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 9.9％と

なっている。 

 
図表Ⅱ-1-8 家の中の移動 (N=2,951) 

23.1%

22.2%

30.0%

21.6%

13.9%

1.9%

12.1%

2.0%

2.8%

14.7%

1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

いない（ひとり暮らし）

父

母

夫または妻（配偶者）

兄弟姉妹

祖父・祖母

子ども

子どもの配偶者

その他

施設に入所中

無回答

ひとりでできる

77.5%

時間はかかるがひとりでできる

9.9%

介助を少し必要とする

4.7%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

5.7%

無回答

2.2%
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② 入浴 
入浴は、「ひとりでできる」が 64.4％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」が

13.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-9 入浴 (N=2,951) 

 
 
 
 
 
 
 

③ 食事 
食事は、「ひとりでできる」が 73.0％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 11.9％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-1-10 食事 (N=2,951) 

ひとりでできる

64.4%

時間はかかるがひとりでできる

9.7%

介助を少し必要とする

10.7%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

13.4%

無回答

1.9%

ひとりでできる

73.0%

時間はかかるがひとりでできる

11.9%

介助を少し必要とする

8.0%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

4.8%

無回答

2.4%
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④ トイレ 
トイレは、「ひとりでできる」が 73.9％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 9.1％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-1-11 トイレ (N=2,951) 

 
 
 
 
 
 

 
⑤ 寝返り 

寝返りは、「ひとりでできる」が 82.4％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 8.2％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-1-12 寝返り (N=2,951) 

ひとりでできる

73.9%

時間はかかるがひとりでできる

9.1%

介助を少し必要とする

8.2%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

6.7%

無回答

2.0%

ひとりでできる

82.4%

時間はかかるがひとりでできる

8.2%

介助を少し必要とする

2.3%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

3.6%

無回答

3.5%
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⑥ 着替えや洗顔、歯みがき、ひげそりなど 
着替えや洗顔、歯みがき、ひげそりなどは、「ひとりでできる」が 66.1％と最も高く、次いで「介助を少し必要と

する」が 11.8％となっている。       

 
図表Ⅱ-1-13 着替えや洗顔、歯みがき、ひげそりなど (N=2,951) 

 
 
 
 
 
 

 
⑦ 家事（調理・掃除・洗濯等） 

家事（調理・掃除・洗濯等）は、「ひとりでできる」が 39.9％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介

助を必要とする）」26.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-14 家事（調理・掃除・洗濯等） (N=2,951) 

ひとりでできる

66.1%

時間はかかるがひとりでできる

11.3%

介助を少し必要とする

11.8%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

8.6%

無回答

2.2%

ひとりでできる

39.9%

時間はかかるがひとりでできる

16.9%

介助を少し必要とする

13.9%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

26.3%

無回答

3.1%
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３ 障がい福祉サービスについて 
（１） 障がい福祉サービス（障害者総合支援法）の利用 

問 8 あなたは、現在、障がい福祉サービス（障害者総合支援法）を利用していますか。 

障がい福祉サービス（障害者総合支援法）の利用は、「利用している」が45.3％と最も高く、次いで「利用して

いないが、今後利用したい」が 26.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-15 障がい福祉サービス（障害者総合支援法）の利用 (N=2,951) 

 
 
 
 
 

（２） 満足度 

問 8-1 あなたは、現在受けている障がい福祉サービス（障害者総合支援法）に満足していますか。それぞれの

項目についてあてはまる番号１つに○をつけてください。 

① 支給決定の内容（サービスを利用できる時間数） 
支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）は、「満足している」が 40.1％と最も高く、次いで「おおむね

満足している」が 37.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-16 満足度【支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）】 (N=1,336) 

 

利用している

45.3%

利用していないが、今後利用したい

26.1%

利用したいとは思わない

19.6%

無回答

9.0%

満足している

40.1%

おおむね満足している

37.1%

あまり満足していない

8.1%

満足していない

4.5%

無回答

10.2%
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② サービスの内容 
サービスの内容は、「おおむね満足している」が 38.8％と最も高く、次いで「満足している」が 37.1％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-1-17 満足度【サービスの内容】 (N=1,336) 

 
 
 
 
 
 
 

③ ヘルパーの技術 
ヘルパーの技術は、「おおむね満足している」が 34.7％と最も高く、次いで「満足している」が 29.0％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-1-18 満足度【ヘルパーの技術】 (N=1,336) 

 

満足している

37.1%

おおむね満足している

38.8%

あまり満足していない

7.9%

満足していない

3.5%

無回答

12.6%

満足している

29.0%

おおむね満足している

34.7%

あまり満足していない

6.7%

満足していない

2.2%

無回答

27.5%
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④ 事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等） 
事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）は、「満足している」が 41.0％と最も高く、次いで「おおむ

ね満足している」が 37.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-19 満足度【事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）】 (N=1,336) 

 
 
 
 
 
 
（３） 支払っている利用者負担額の負担感 

問 8-2 現在支払っている利用者負担について、どう思いますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

支払っている利用者負担額の負担感は、「特に負担とは感じない」が 32.9%と最も高く、次いで「これくらいの

負担はやむをえないと思う」が 30.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-20 支払っている利用者負担額の負担感 (N=1,336) 

 

満足している

41.0%

おおむね満足している

37.1%

あまり満足していない

5.8%

満足していない

3.0%

無回答

13.1%

特に負担とは感じない

32.9%

これくらいの負担は

やむをえないと思う

30.3%

負担ではあるが、

なんとかやりくりしている

22.5%

現在の負担は苦しく、

やりくりがむずかしい

5.8%

無回答

8.5%
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（４） 福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと 

問 9 あなたは、福祉サービスを利用しやすくするために、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまるも

のすべてに○をつけてください。 

福祉サービスを利用しやすくするために必要なことは、「利用の手続きが早くてかんたんであること（利用手

続きの簡素化、迅速化）」が 53.4％と最も高く、次いで「緊急時に対応してくれること」が 41.3％となっている。 

 

図表Ⅱ-1-21 福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと (複数回答、N=2,951) 

 
 
 

 
４ 外出の状況 
（１） 外出頻度 

問 10 あなたは、普段どのくらい外出しますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

外出頻度は、「ほぼ毎日（週に 4 日以上）」が 52.8％と最も高く、次いで「週に 2～3 日」が 20.3％となってい

る。 

図表Ⅱ-1-22 外出頻度 (N=2,951) 

53.4%

39.3%

31.9%

36.2%

26.0%

26.5%

34.9%

41.3%

29.7%

13.2%

5.2%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用の手続きが早くてかんたんであること

（利用手続きの簡素化、迅速化）

サービスを利用する際の窓口がわかりやすいこと

利用者負担を見直すこと

プライバシーが守られること

利用できる回数や時間が増えること

早朝・夜間・休日に利用できること

ヘルパーや施設職員が親切に対応してくれること

（資質の向上）

緊急時に対応してくれること

交通の便がよいこと

サービスメニューがいろいろあること

その他

無回答

52.8%

20.3%

8.0%

9.0%

5.6%

2.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ほぼ毎日（週に4日以上）

週に2～3日

月に4～5日

月に2～3日

年に数回

まったく外出しない

無回答
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（２） 外出する時に利用する主な乗り物 

問 10-1 外出する時に利用する乗り物は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出する時に利用する主な乗り物は、「地下鉄」が56.3％と最も高く、次いで「路線バス」が48.1％となってい

る。 

図表Ⅱ-1-23 外出する時に利用する主な乗り物 (複数回答、N=2,822) 

 
 
 
 
 
 

 
（３） 主な外出目的 

問 10-2 外出の目的は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

主な外出目的は、「買い物」が 71.5％と最も高く、次いで「通院」が 56.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-24 主な外出目的 (複数回答、N=2,822) 

5.8%

56.3%

48.1%

11.1%

20.3%

5.5%

31.3%

11.0%

4.0%

11.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市電

地下鉄

路線バス

ＪＲ（鉄道）

タクシー

福祉タクシー

（車いす用リフト、寝台車など）

自家用車

自転車

乗り物はほとんど利用しない

その他

無回答

71.5%

9.6%

28.5%

4.5%

4.0%

20.7%

56.9%

28.6%

7.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

買い物

友だちなどの家

趣味・レクリエーション

スポーツ

文化・芸術・教養活動

仕事

通院

施設などへの通所

その他

無回答
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（４） 主な外出同伴者 

問 10-3 だれと一緒に外出することが多いですか。主な方を２人まで選んで○をつけてください。 

主な外出同伴者は、「ひとりで外出する」が 51.9％と最も高く、次いで「家族」が 51.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-25 主な外出同伴者 (複数回答、N=2,822) 

 
 
 
 
 
 
 

 
（５） 外出するときに困っていること 

問 10-4 外出するときに困っていることは何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出するときに困っていることは、「特にない」が 32.1％と最も高く、次いで「交通費がかかる」が 20.9％となっ

ている。 

 
図表Ⅱ-1-26 外出するときに困っていること (複数回答、N=2,822) 

 

51.3%

15.2%

1.2%

11.6%

8.8%

51.9%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族

友だち

ボランティア

ヘルパー・ガイドヘルパー

その他

ひとりで外出する

無回答

6.1%

11.3%

14.3%

12.9%

10.1%

20.9%

13.1%

6.8%

5.7%

32.1%

13.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

外出を介助してくれる人がいない

安心して利用できる交通機関、駐車場などが少ない

安心して利用できる施設、トイレが少ない

歩道が歩きにくい（移動しにくい）

駅や道路の案内や表示がわかりづらい

交通費がかかる

人の目が気になる

困った時に周囲の人が助けてくれない

その他

特にない

無回答



  18  
 

 
（６） まったく外出しない理由 

問 10-5 まったく外出しない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

まったく外出しない理由は、「入院中などの理由により外出が制限されているから」が 39.0％と最も高く、次い

で「障がいが重く外出できないから」が 37.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-27 まったく外出しない理由 (複数回答、N=82) 

 
 
 
 
 
 

５ 仕事など 
（１） 仕事や作業の有無 

問 11 あなたは現在、仕事をしていますか。 

仕事や作業の有無は、「仕事をしていない」が 53.7％と最も高く、次いで「就労支援施設、地域活動支援セ

ンター、地域共同作業所などに通って仕事（作業）をしている」が 28.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-28 仕事や作業の有無 (N=2,951) 

 

19.5%

37.8%

11.0%

12.2%

39.0%

7.3%

7.3%

6.1%

4.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

意欲がわかないから

障がいが重く外出できないから

外出を介助してくれる人がいないから

外出するのに交通費などの

お金がかかるから

入院中などの理由により

外出が制限されているから

人と会うのが苦手だから

差別を受けたり、偏見の目で

見られたりするのがいやだから

その他

無回答

一般就労をしている

15.0%

就労支援施設、地域活動支援セン

ター、地域共同作業所などに通って

仕事（作業）をしている

28.7%

仕事をしていない

53.7%

無回答

2.5%
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（２） 仕事や作業の年収 

(1) あなたの仕事（作業）の年収はどれくらいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

仕事や作業の年収は、「1 万円～5 万円未満」が 19.3％と最も高く、次いで「5 万円～10 万円未満」が 16.5％

となっている。 

図表Ⅱ-1-29 仕事や作業の年収 (N=1,292) 

 
 
 

 
（３） 現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていること 

(2) あなたが現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていることはありますか。主なものを３つまで選んで

○をつけてください。 

現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていることは、「その他」と「無回答」を除くと、「通勤、通所する

のが大変」が 19.1％と最も高く、次いで「体調をくずしたときに休みにくい」が 14.5％となっている。 

 

図表Ⅱ-1-30 現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていること (複数回答、N=1,292) 

 

15.4%

19.3%

16.5%

11.5%

5.2%

11.2%

10.5%

4.9%

2.4%

1.3%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1万円未満

1万円～5万円未満

5万円～10万円未満

10万円～30万円未満

30万円～50万円未満

50万円～100万円未満

100万円～200万円未満

200万円～400万円未満

400万円～600万円未満

600万円以上

無回答

19.1%

8.2%

6.7%

6.1%

5.3%

10.1%

3.3%

14.5%

5.0%

5.4%

10.8%

7.0%

7.0%

16.8%

28.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

通勤、通所するのが大変

仕事の量が多くて体力が続かない

仕事の内容が難しい

単純作業しかさせてもらえない

仕事があまり自分に向いていない

人より作業能力が低く肩身が狭い

職場で必要な支援が得られない

体調をくずしたときに休みにくい

通院の時間がとりにくい

賃金や昇進の面で不利な扱いを受けている

職場の人間関係がうまくいかない

職場の障がいに対する理解が足りない

その他

無回答

仕事の悩みを相談するところが分からない

（誰に相談してよいか分からない）
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（４） 仕事をしていない理由 

問 12 あなたが仕事をしていない理由について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

仕事をしていない理由は、「障がいや病状から見てむりだと思っているから」が 46.9％と最も高く、次いで「そ

の他」を除くと、「仕事をするところが見つからないから」が 16.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-31 仕事をしていない理由 (複数回答、N=1,585) 

 
 
 

 
（５） これまでに経験した就労形態 

問 13 あなたはこれまでに、仕事をしたことがありますか。仕事をしたことがある場合、どのような形でしたか。

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

これまでに経験した就労形態は、「会社、団体の正社員として働いていた」が 35.5％と最も高く、次いで「パ

ート・アルバイトをしていた」が 29.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-32 これまでに経験した就労形態 (複数回答、N=1,585) 

 

16.5%

12.8%

5.5%

3.7%

13.0%

46.9%

13.0%

10.1%

25.5%

9.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

仕事をするところが見つからないから

仕事をすると調子をくずすから

職場への通勤や通所が困難だから

職場内で必要な支援が得られないから

仕事についていけないから

障がいや病状から見てむりだと思っているから

医師や家族から止められているから

意欲がわかないから

その他

無回答

7.8%

35.5%

4.4%

29.2%

0.9%

7.2%

7.3%

21.5%

10.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

自営業をしていた

会社、団体の正社員として働いていた

派遣社員として働いていた

パート・アルバイトをしていた

在宅勤務をしていた

就労支援施設、地域活動支援センターなどに

通って仕事（作業）をしていた

その他

これまでに仕事をしたことはない

無回答
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（６） 仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なこと 

問 14 あなたが仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なことは何だと思いますか。あてはまるものす

べてに○をつけてください。 

仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なことは、「自分に合った仕事や働く場を見つけてくれるとこ

ろがある」が 39.8％と最も高く、次いで「仕事がしやすいように上司や同僚が支援してくれる」が 28.5％となって

いる。 

図表Ⅱ-1-33 仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なこと (複数回答、N=2,951) 

 
 
 
６ 生活の場について 
（１） 民間のアパート、公営住宅などで生活した経験 

問 15 これまでに「民間のアパート」や「公営住宅（道営・市営）」、公団の住宅で生活したことがありますか。 

民間のアパート、公営住宅などで生活した経験は、「ない」が 48.6％と高く、「ある」が 44.1％となっている。 

図表Ⅱ-1-34 民間のアパート、公営住宅などで生活した経験(N=2,951) 

39.8%

23.0%

20.7%

14.6%

28.5%

21.5%

25.2%

8.9%

20.3%

20.4%

13.8%

24.2%

9.9%

24.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

自分に合った仕事や働く場を

見つけてくれるところがある

就職や仕事に関する情報を

おしえてくれるところがある

仕事の仕方や社会生活の基本的なマナーを

おしえてくれる

ジョブコーチ（仕事がしやすいように

支援してくれる外部の専門員）を利用できる

仕事がしやすいように上司や同僚が

支援してくれる

通勤、通所の交通手段を確保してくれる

勤務時間が調整できる

在宅勤務ができる

長い期間を働ける

障がいのない人と同じぐらい給料がもらえる

行政が事業主に指導や助成をする

行政が障がいに関する理解を促進する

その他

無回答

ある

44.1%

ない

48.6%

無回答

7.3%
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（２） 民間のアパート、公営住宅などの入居時、入居後に困ったこと 

問 15-1 入居するまでに、または入居後に困ったことはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

民間のアパート、公営住宅などの入居時、入居後に困ったことは、「その他」と「無回答」を除くと、「近所の人

の障がいに対する理解が不足していた」が 14.2％と最も高く、次いで「入居できる物件のことがよくわからなか

った」が 13.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-35 民間のアパート、公営住宅などの入居時、入居後に困ったこと (複数回答、N=1,300) 

 
 
 
 

 
（３） 生活したい場所 

問 15-2 あなたは今後、どのような場所で生活したいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活したい場所は、「家族または自分の持ち家（一戸建て・分譲マンション）で生活したい」が 38.1％と最も

高く、次いで「グループホーム・ケアホームなどで生活したい」が 16.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-36 生活したい場所 (N=2,951) 

13.7%

4.8%

12.8%

4.6%

14.2%

5.6%

23.3%

40.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

入居できる物件のことがよくわからなかった

家主から入居を断られた

保証人が見つからなかった

住宅改修に関する情報をおしえてくれたり

相談できるところが見つからなかった

近所の人の障がいに対する理解が不足していた

事故など緊急時に支援が得られなかった

その他

無回答

38.1%

14.3%

9.4%

16.4%

6.0%

5.7%

10.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

家族または自分の持ち家

（一戸建て・分譲マンション）で生活したい

民間のアパートなどを借りて生活したい

公営住宅（道営・市営）、

公団の住宅で生活したい

グループホーム・ケアホームなどで生活したい

施設に入所したい

その他

無回答
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７ 防災について 
（１） 災害への備え 

問 16 あなたは、地震などの災害への備えとして、普段どのようなことをしていますか。あてはまるものすべて

に○をつけてください。 

災害への備えは、「身分証（障がい者手帳や緊急連絡先カードなど）の携帯」が 45.7％と最も高く、次いで

「避難場所・避難経路の把握」が 29.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-37 災害への備え (複数回答、N=2,951) 

 
 
 

 
（２） 個人情報の提供 

問 17 あなたは、災害に備えるために、町内会や民生委員など地域に対し、個人情報（障がいの状況や、災害

時における支援の必要性など）の提供をしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

個人情報の提供は、「今は情報提供していないが、今後、情報提供しても構わない」が 31.8％と最も高く、次

いで「情報提供の必要を感じていない」が 24.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-38 個人情報の提供 (N=2,951) 

 

12.8%

17.6%

45.7%

13.0%

14.2%

7.9%

29.9%

12.0%

17.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

家具やガラス類の安全対策

食料や飲料水の備え（3日間以上）

身分証（障がい者手帳や緊急連絡先カードなど）の携帯

非常持出品（食料、飲料水、救急セットなど）の用意

日頃の近所付き合い

地域の防災訓練への参加

避難場所・避難経路の把握

その他

無回答

情報提供している

13.4%

今は情報提供していないが、

今後、情報提供しても構わない

31.8%

支援の必要は感じているが、

情報提供したくない

13.1%

情報提供の必要を

感じていない

24.7%

無回答

16.9%
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（３） 個人情報を提供したきっかけ 

問 17-1 どのようなきっかけで情報提供しましたか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

個人情報を提供したきっかけは、「町内会回覧などからの呼びかけ」が 42.7％と最も高く、次いで「障がい者

団体などの支援団体からのはたらきかけ」が 29.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-39 個人情報を提供したきっかけ (N=396) 

 
 
 
 
（４） 防災に関しての不安 

問 18 あなたは、防災に関して不安に感じていることはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

防災に関しての不安は、「避難場所でうまく生活できるか不安」が 53.7％と最も高く、次いで「特に不安は感

じていない」が 24.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-40 防災に関しての不安 (複数回答、N=2,951) 

 

町内会回覧などからの呼びかけ

42.7%

障がい者団体などの

支援団体からのはたらきかけ

29.5%

その他

23.0%

無回答

4.8%

20.7%

24.1%

12.0%

53.7%

5.7%

24.2%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

災害発生時に手助けしてくれる人がいない

情報の入手が十分にできない

避難経路・避難場所がバリアフリーに

なっていない

避難場所でうまく生活できるか不安

その他

特に不安は感じていない

無回答
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８ 制度や政策等について 
（１） 障がいのある人に対する市民の理解度 

問19 あなたは、障がいのある人に対する市民の理解が深まってきていると思いますか。あてはまるもの１つに

○をつけてください。 

障がいのある人に対する市民の理解度は、「どちらともいえない」が 30.1％と最も高く、次いで「あまりそう思

わない」が 26.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-41 障がいのある人に対する市民の理解度 (N=2,951) 

 
 
 
 
 

 
（２） 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 

問 20 あなたはこれまでに、障がいがあるために差別をうけたり、いやな思いをしたことがありますか。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無は、「ある」が 49.5％と高く、「ない」が 44.2％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-1-42 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 (N=2,951) 

深まっていると思う

8.8%

まあまあ深まっていると思う

20.5%

どちらともいえない

30.1%

あまりそう思わない

26.0%

まったく思わない

8.8%

無回答

5.8%

ある

49.5%
ない

44.2%

無回答

6.2%
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（３） 障がいがあるために受けた差別やいやな思い 

問 20-1 それはどのようなことですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いは、「いやなことを言われた」が 65.7％と最も高く、次いで「じ

ろじろ見られた」が 61.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-43 障がいがあるために受けた差別やいやな思い (複数回答、N=1,462) 

 
 
 
 
 
 

 
（４） 障がい者への理解が深まるために必要なこと 

問 21 あなたは、障がいのある人への理解が深まるためには、今後どのようなことが必要だと思いますか。主

なものを３つまで選んで○をつけてください。 

障がい者への理解が深まるために必要なことは、「福祉教育の充実」が 45.9％と最も高く、次いで「ボランテ

ィアの育成」が 35.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-44 障がい者への理解が深まるために必要なこと (複数回答、N=2,951) 

61.5%

65.7%

12.7%

32.4%

5.5%

11.8%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

じろじろ見られた

いやなことを言われた

暴力をふるわれた

仲間はずれにされた

施設の利用や交通機関への乗車を拒否された

その他

無回答

27.8%

20.1%

22.3%

45.9%

35.9%

5.6%

16.6%

9.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

スポーツ、レクリエーション、文化活動などの場

「障害者週間」などのイベントの充実

福祉講座や講演会の開催

福祉教育の充実

ボランティアの育成

その他

特にない

無回答
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（５） 希望する生活をするためにあればよいこと 

問 22 あなたが今後、希望する生活をするためには、どのようなことがあればよいと思いますか。あてはまるも

のを３つまで選んで○をつけてください。 

希望する生活をするためにあればよいことは、「高齢になっても安心して生活できること」が 45.7％と最も高く、

次いで「困ったときに相談を聞いてくれて、わからないことを教えてくれる場所」が 36.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-1-45 希望する生活をするためにあればよいこと (複数回答、N=2,951) 

 
 
  

17.6%

10.8%

36.9%

8.9%

6.8%

17.7%

21.5%

12.0%

14.9%

6.5%

4.7%

8.1%

13.6%

45.7%

14.0%

5.5%

1.6%

4.0%

5.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

ホームヘルプサービスなどの

介護サービスの充実

生活するのに必要なことを練習できる場所

困ったときに相談を聞いてくれて、

わからないことを教えてくれる場所

外出に関する支援の充実

スポーツ、レクリエーション、

文化活動の充実

仕事や作業でお金をもらう

年金、手当などを受給すること

住まいの場の充実

まわりの人が自分の障がいのことを

理解すること

人と話をしたり、コミュニケーション

するときの支援

補装具、日常生活用具など福祉用具の充実

医療やリハビリテーションの充実

家族が介助できない時などに利用する短期入所施設の充実

高齢になっても安心して生活できること

障がいに対する偏見をなくし、

正しい理解をするための啓発の充実

各種情報の提供

その他

特になし

無回答
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II－２ 障がい児調査 
１ あなたのこと、世帯の状況について 
（１） 性別 

問 1 あなたの性別に○をつけてください 

性別は、「男性」が 63.9％と高く、「女性」が 35.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-1 性別 (N=490) 

 
 
 
 
 
 

 
（２） 年齢 

問 2 あなたの年齢について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

年齢は、「5 歳～9 歳」が 34.1％と最も高く、次いで「10 歳～14 歳」が 31.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-2 年齢 (N=490) 

 
  

男

63.9%

女

35.5%

無回答

0.6%

3歳未満

4.3% 3歳～4歳

9.4%

5歳～9歳

34.1%

10歳～14歳

31.2%

15歳以上

20.6%

無回答

0.4%
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（３） 生活している場所 

問 3  あなたは、現在どこで生活していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活している場所は、「家族の持ち家」が 54.3％と最も高く、次いで「民間のアパートなど」が 32.4％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-2-3 生活している場所 (N=490) 

 
 
 
 
 

 
（４） 障がい者手帳などの種類 

問 4  あなたが持っている障がい者手帳などの種類はどれですか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

障がい者手帳などの種類は、「身体障害者手帳 1 級または 2 級」が 42.4％と最も高く、次いで「療育手帳 

Ｂ-（軽度）」が 29.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-4 障がい者手帳などの種類 (複数回答、N=490) 

 

54.3%

32.4%

5.1%

2.7%

1.8%

1.2%

2.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族の持ち家

民間のアパートなど

市営住宅や道営住宅、公団の住宅

学校の寮

入所施設

病院に入院中

その他

無回答

42.4%

8.2%

4.5%

26.5%

10.6%

29.4%

0.0%

0.2%

0.0%

3.3%

4.5%

0.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

身体障害者手帳 1級または2級

身体障害者手帳 3級または4級

身体障害者手帳 5級または6級

療育手帳 Ａ（最重度または重度）

療育手帳 Ｂ（中度）

療育手帳 Ｂ-（軽度）

精神障害者保健福祉手帳 1級

精神障害者保健福祉手帳 2級

精神障害者保健福祉手帳 3級

自立支援医療（精神通院医療）受給者証

特定疾患医療受給者証

無回答
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（５） 障がいや疾病の種類 

問 5  あなたの障がいや疾病で、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいや疾病の種類は、「知的障がい」が 48.2％と最も高く、次いで「発達障がい」が 45.7％となっている。 

図表Ⅱ-2-5 障がいや疾病の種類 (複数回答、N=490) 

 
 

 
（６） 一緒に住んでいる家族の人数 

問 6 家族のことについておしえてください。 

(1) あなたは何人家族ですか。 

一緒に住んでいる家族の人数は、「４人」が 38.2％と最も高く、次いで「３人」が 29.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-6 一緒に住んでいる家族の人数 (N=490) 

6.1%

8.6%

1.6%

10.6%

21.4%

28.8%

21.0%

5.5%

7.1%

12.2%

2.4%

6.1%

0.2%

3.5%

0.8%

0.0%

48.2%

0.2%

1.0%

0.0%

0.6%

0.2%

0.0%

14.9%

45.7%

0.8%

5.1%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

脳病変による運動機能障がい（上肢）

脳病変による運動機能障がい（下肢）

心臓機能障がい

じん臓機能障がい

呼吸器機能障がい

小腸機能障がい

ぼうこう・直腸機能障がい

免疫機能障がい

肝機能障がい

知的障がい

統合失調症

気分障がい（うつ病、躁病など）

中毒性精神障がい（アルコール等）

心因性精神障がい（心因反応、パニック障害等）

パーソナリティ（人格）障がい

認知症

てんかん

発達障がい

高次脳機能障がい

その他

無回答

2.2%

8.8%

29.2%

38.2%

17.3%

2.9%

0.8%

0.4%

0.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人以上

無回答
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（７） 一緒に住んでいる人 

問 6 家族のことについておしえてください。 

(2) 一緒に住んでいる人はだれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

一緒に住んでいる人は、「母」が 93.3％と最も高く、次いで「父」が 74.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-7 一緒に住んでいる人 (複数回答、N=490) 

 
 
 
 
 

２ 心身の状況について 
（１） 自立性 

問 7 あなたは、日常生活の中で、次の項目をひとりでできますか。それぞれの項目についてあてはまる番号１

つに○をつけてください。 

① 家の中の移動 
家の中の移動は、「ひとりでできる」が73.9％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とす

る）」が 13.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-8 家の中の移動 (N=490) 

 

74.1%

93.3%

62.4%

9.0%

2.2%

0.2%

2.0%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父

母

兄弟姉妹

祖父・祖母

その他

いない（ひとり暮らし）

施設に入所中

無回答

ひとりでできる

73.9%

時間はかかるがひとりでできる

4.9%

介助を少し必要とする

6.9%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

13.9%

無回答

0.4%
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② 入浴 
入浴は、「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」が 33.7％と最も高く、次いで「ひとりでできる」が

32.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-9 入浴 (N=490) 

 
 
 
 
 
 

 
③ 食事 

食事は、「ひとりでできる」が 50.0％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」が

18.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-10 食事 (N=490) 

ひとりでできる

32.9%

時間はかかるがひとりでできる

11.0%
介助を少し必要とする

22.0%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

33.7%

無回答

0.4%

ひとりでできる

50.0%

時間はかかるがひとりでできる

13.7%

介助を少し必要とする

17.8%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

18.2%

無回答

0.4%



  33  
 

 
 

④ トイレ 
トイレは、「ひとりでできる」が 46.7％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」が

29.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-11 トイレ (N=490) 

 
 
 
 
 
 

 
⑤ 寝返り 

寝返りは、「ひとりでできる」が 87.8％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に介助を必要とする）」が

7.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-12 寝返り (N=490) 

 

ひとりでできる

46.7%

時間はかかるがひとりでできる

5.7%

介助を少し必要とする

17.3%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

29.2%

無回答

1.0%

ひとりでできる

87.8%

時間はかかるがひとりでできる

3.1%

介助を少し必要とする

1.0%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

7.6%

無回答

0.6%



  34  
 

 
 

⑥ 着替えや洗顔、歯みがきなど 
着替えや洗顔、歯みがきなどは、「ひとりでできる」が 40.4％と最も高く、次いで「ひとりでできない（全面的に

介助を必要とする）」が 27.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-13 着替えや洗顔、歯みがきなど (N=490) 

 
 
 
 
 
３ 障がい福祉サービスについて 
（１） 障がい福祉サービス（障害者総合支援法）または障がい児通所支援（児童福祉法）の利用 

問 8 あなたは、現在、障がい福祉サービス（障害者総合支援法）または障がい児通所支援（児童福祉法）を利

用していますか。 

障がい福祉サービス（障害者総合支援法）または障がい児通所支援（児童福祉法）の利用は、「利用してい

る」が 64.3％と最も高く、次いで「利用していないが、今後利用したい」が 16.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-14 障がい福祉サービス（障害者総合支援法）または障がい児通所支援（児童福祉法）の利用 (N=490) 

 

ひとりでできる

40.4%

時間はかかるがひとりでできる

12.4%

介助を少し必要とする

19.4%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

27.3%

無回答

0.4%

利用している

64.3%

利用していないが、今後利用したい

16.7%

利用したいと思わない

15.9%

無回答

3.1%
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（２） 満足度  

問 8-1 あなたや保護者の方は、現在受けている障がい福祉サービス（障害者総合支援法）または障がい児通

所支援（児童福祉法）に満足していますか。それぞれの項目についてあてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

① 支給決定の内容（サービスを利用できる時間数） 
支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）は、「おおむね満足している」が 41.9％と最も高く、次いで

「満足している」が 35.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-15 満足度 【支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）】 (N=315) 

 
 
 
 
 
 

 
② サービスの内容 

サービスの内容は、「おおむね満足している」が 48.6％と最も高く、次いで「満足している」が 29.5％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-2-16 満足度 【サービスの内容】 (N=315) 

 

満足している

35.9%

おおむね満足している

41.9%

あまり満足していない

14.3%

満足していない

5.7%

無回答

2.2%

満足している

29.5%

おおむね満足している

48.6%

あまり満足していない

14.9%

満足していない

4.1%

無回答

2.9%
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③ ヘルパーの技術 
ヘルパーの技術は、「おおむね満足している」が 51.4％と最も高く、次いで「満足している」が 26.0％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-2-17 満足度 【ヘルパーの技術】 (N=315) 

 
 
 
 
 
 
 

 
④ 事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等） 

事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）は、「おおむね満足している」が 44.8％と最も高く、次いで

「満足している」が 38.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-18 満足度 【事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）】 (N=315) 

満足している

26.0%

おおむね満足している

51.4%

あまり満足していない

10.8%

満足していない

2.2%

無回答

9.5%

満足している

38.7%

おおむね満足している

44.8%

あまり満足していない

9.5%

満足していない

2.5%

無回答

4.4%
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（３） 支払っている利用者負担額の負担感 

問 8-2 保護者の方にお聞きします。現在支払っている利用者負担について、どう思いますか。あてはまるもの

１つに○をつけてください。 

支払っている利用者負担額の負担感は、「これくらいの負担はやむをえないと思う」が 41.0％と最も高く、次

いで「負担ではあるが、なんとかやりくりしている」が 34.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-19 支払っている利用者負担額の負担感 (N=315) 

 
 
 
 
 
（４） 福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと 

問 9 あなたや保護者の方は、福祉サービスを利用しやすくするために、どのようなことが必要だと思いますか。

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

福祉サービスを利用しやすくするために必要なことは、「利用の手続きが早くてかんたんであること（利用手

続きの簡素化、迅速化）」が 64.1％と最も高く、次いで「緊急時に対応してくれること」が 52.2％となっている。 

図表Ⅱ-2-20 福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと (複数回答、N=490) 

 

特に負担とは感じない

13.7%

これくらいの負担は

やむをえないと思う

41.0%

負担ではあるが、

なんとかやりくりしている

34.6%

現在の負担は苦しく、

やりくりがむずかしい

8.3%

無回答

2.5%

64.1%

44.9%

40.8%

24.1%

46.7%

45.5%

35.5%

52.2%

30.2%

14.9%

7.8%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用の手続きが早くてかんたんであること

（利用手続きの簡素化、迅速化）

サービスを利用する際の窓口がわかりやすいこと

利用者負担を見直すこと

プライバシーが守られること

利用できる回数や時間が増えること

早朝・夜間・休日に利用できること

ヘルパーや施設職員が親切に対応してくれること

（資質の向上）

緊急時に対応してくれること

交通の便がよいこと

サービスメニューがいろいろあること

その他

無回答
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４ 外出の状況 
（１） 外出頻度 

問 10 あなたは、普段どのくらい外出しますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

外出頻度は、「ほぼ毎日（週に 4 日以上）」が 79.6％と最も高く、次いで「週に 2～3 日」が 10.0％となってい

る。 

図表Ⅱ-2-21 外出頻度 (N=490) 

 
 
 
 

 
（２） 外出する時に利用する乗り物 

問 10-1 外出する時に利用する乗り物は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出する時に利用する乗り物は、「自家用車」が 70.1％と最も高く、次いで「地下鉄」が 39.0％となっている。 

図表Ⅱ-2-22 外出する時に利用する乗り物 (複数回答、N=485) 

 

79.6%

10.0%

4.5%

2.9%

2.0%

0.6%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ほぼ毎日（週に4日以上）

週に2～3日

月に4～5日

月に2～3日

年に数回

まったく外出しない

無回答

2.7%

39.0%

32.2%

13.0%

13.6%

4.7%

70.1%

10.5%

7.6%

14.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市電

地下鉄

路線バス

ＪＲ（鉄道）

タクシー

福祉タクシー

（車いす用リフト、寝台車など）

自家用車

自転車

乗り物はほとんど利用しない

その他

無回答
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（３） 主な外出目的 

問 10-2 外出の目的は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

主な外出目的は、「通学・通園」が 73.8％と最も高く、次いで「買い物」が 49.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-23 主な外出目的 (複数回答、N=485) 

 
 
 
 
 
 
 
（４） 主な外出同伴者 

問 10-3 だれと一緒に外出することが多いですか。主な方を２人まで選んで○をつけてください。 

主な外出同伴者は、「家族」が 91.5％と最も高く、次いで「ガイドヘルパー」が 18.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-24 主な外出同伴者 (複数回答、N=485) 

49.9%

7.6%

33.0%

4.1%

13.0%

73.8%

42.1%

21.9%

7.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

買い物

友だちなどの家

あそび

スポーツ

習い事

通学・通園

通院

施設等への通所

その他

無回答

91.5%

10.9%

0.8%

18.6%

4.9%

10.9%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族

友だち

ボランティア

ガイドヘルパー

その他

ひとりで外出する

無回答
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（５） 外出する際に、困っていること 

問 10-4 外出する際に、困っていることは何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出する際に、困っていることは、「安心して利用できる施設、トイレが少ない」が 28.0％と最も高く、次いで

「特にない」が 27.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-25 外出する際に困っていること (複数回答、N=485) 

 
 
 
 
 
 
５ 学校・日中の過ごし方など 
（１） 平日の昼間の過ごし方 

問 11 あなたは、平日の昼間を主にどこで過ごしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

平日の昼間の過ごし方は、「保育園や幼稚園、学校に通っている」が 78.0％と最も高く、次いで「自宅で過ご

している」が 10.0％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-26 平日の昼間の過ごし方 (N=490) 

13.2%

19.4%

28.0%

15.3%

7.4%

20.0%

13.8%

11.1%

5.8%

27.0%

9.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

外出を介助してくれる人がいない

安心して利用できる交通機関、駐車場などが少ない

安心して利用できる施設、トイレが少ない

歩道が歩きにくい（移動しにくい）

駅や道路の案内や表示がわかりづらい

交通費がかかる

人の目が気になる

困った時に周囲の人が助けてくれない

その他

特にない

無回答

自宅で過ごしている

10.0%

保育園や幼稚園、学校に通っている

78.0%

福祉施設に通所・入所している

8.8%

その他

2.9%

無回答

0.4%
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（２） 子どもの当面（直近）の進路 

問 12 あなたは、当面（直近）の進路として何を希望していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

当面（直近）の進路は、「特別支援学校（小・中・高）」が 28.2％と最も高く、次いで「小・中学校（特別支援学

級）」が 20.4％となっている。 

図表Ⅱ-2-27 子どもの当面（直近）の進路 (N=490) 

 
 
 
 

 
（３） 将来の生活の場所 

問 13 あなたは将来、どのような場所で生活したいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活したい場所は、「持ち家（一戸建て・分譲マンション）」が 48.2％と最も高く、次いで「グループホーム・ケ

アホームなど」が 15.9％となっている。 

図表Ⅱ-2-28 将来の生活の場所 (N=490) 

 

5.5%

1.0%

7.3%

13.9%

20.4%

28.2%

4.5%

3.1%

5.1%

1.2%

0.6%

3.3%

0.8%

2.9%

1.4%

0.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

療育を受けられる施設への通所

療育を受けられる施設への入所

保育所、幼稚園

小・中学校（通常の学級）

小・中学校（特別支援学級）

特別支援学校（小・中・高）

高等学校

専門学校、短大・大学

訓練や作業のできるところへの通所

訓練や作業のできるところへの入所

職業訓練校などでの技術習得

一般就労

家で過ごしたい

特に考えていない

その他

無回答

48.2%

11.4%

5.3%

15.9%

6.9%

7.3%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

持ち家

（一戸建て・分譲マンション）

民間のアパートなど

公営住宅（道営・市営）、

公団の住宅

グループホーム・ケアホームなど

入所施設

その他

無回答
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（４） 今後の教育や療育について 

問 14 保護者の方にお聞きします。今後の教育や療育について、どのような点に力を入れるべきだと思います

か。あてはまるものを３つまで選んで○をつけてください。 

今後の教育や療育については、「義務教育終了後の進路（就職先など）の確保」が 49.0％と最も高く、次い

で「障がいに応じた教育内容の充実」が 45.9％となっている。 

 

図表Ⅱ-2-29 今後の教育や療育について (複数回答、N=490) 

 
 
 
 

６ 防災について 
（１） 災害への備え 

問 15 あなたや保護者の方は、地震などの災害への備えとして、普段どのようなことをしていますか。あてはま

るものすべてに○をつけてください。 

災害への備えは、「身分証（障がい者手帳や緊急連絡先カードなど）の携帯」が 44.5％と最も高く、次いで

「避難場所・避難経路の把握」が 40.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-30 災害への備え (複数回答、N=490) 

 

13.9%

2.7%

33.1%

19.4%

45.9%

27.6%

1.6%

21.2%

21.8%

9.8%

49.0%

27.8%

4.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

義務教育前の通園施設の整備

義務教育前の入所施設の整備

通常の学級、保育所、幼稚園への受入れの充実

通園、通学の介助支援

障がいに応じた教育内容の充実

特別支援学校や特別支援学級の整備

義務教育中の入所施設の整備

放課後対策の充実

義務教育終了後の通所施設の整備

義務教育終了後の入所施設の整備

義務教育終了後の進路（就職先など）の確保

さまざまな相談を受けられる体制の整備

その他

無回答

23.3%

29.4%

44.5%

21.0%

23.3%

5.5%

40.2%

7.8%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家具やガラス類の安全対策

食料や飲料水の備え（3日間以上）

身分証（障がい者手帳や緊急連絡先カードなど）の携帯

非常持出品（食料、飲料水、救急セットなど）の用意

日頃の近所付き合い

地域の防災訓練への参加

避難場所・避難経路の把握

その他

無回答
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（２） 個人情報の提供 

問 16 あなたや保護者の方は、災害などに備えるために、町内会や民生委員など地域に対し、個人情報（障が

いの状況や、災害時における支援の必要性など）の提供をしていますか。あてはまるもの１つに○をつけ

てください。 

個人情報の提供は、「今は情報提供していないが、今後、情報提供しても構わない」が 55.1％と最も高く、次

いで「情報提供の必要を感じていない」が 19.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-31 個人情報の提供 (N=490) 

 
 
 
 
 
（３） 個人情報を提供したきっかけ 

問 16-1 どのようなきっかけで情報提供しましたか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

個人情報を提供したきっかけは、「その他」を除くと、「町内会回覧などからの呼びかけ」が 58.8％と高く、「障

がい者団体などの支援団体からのはたらきかけ」が 5.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-32 個人情報を提供したきっかけ (N=34) 

 

情報提供している

6.9%

今は情報提供していないが、

今後、情報提供しても構わない

55.1%

支援の必要は感じているが、

情報提供したくない

15.9%

情報提供の必要を感じていない

19.2%

無回答

2.9%

町内会回覧などからの呼びかけ

58.8%

障がい者団体などの

支援団体からのはたらきかけ

5.9%

その他

32.4%

無回答

2.9%
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（４） 防災に関しての不安 

問 17 あなたや保護者の方は、防災に関して不安に感じていることはありますか。あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

防災に関しての不安は、「避難場所でうまく生活できるか不安」が 71.4％と最も高く、次いで「災害発生時に

手助けしてくれる人がいない」が 32.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-33 防災に関しての不安 (複数回答、N=490) 

 
 
 
 
７ 制度や政策等について 
（１） 障がいのある人に対する市民の理解度 

問 18 あなたや保護者の方は、障がいのある人に対する市民の理解が深まってきていると思いますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 

障がいのある人に対する市民の理解度は、「どちらともいえない」が 35.1％と最も高く、次いで「あまりそう思

わない」が 33.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-34 障がいのある人に対する市民の理解度 (N=490) 

 

32.4%

28.6%

16.9%

71.4%

8.4%

13.3%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

災害発生時に手助けしてくれる人がいない

情報の入手が十分にできない

避難経路・避難場所がバリアフリーに

なっていない

避難場所でうまく生活できるか不安

その他

特に不安は感じていない

無回答

深まっていると思う

2.7%

まあまあ深まっていると思う

16.3%

どちらともいえない

35.1%

あまりそう思わない

33.1%

まったく思わない

12.9%
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（２） 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 

問 19 あなたはこれまでに、障がいがあるために差別をうけたり、いやな思いをしたことがありますか。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無は、「ある」が 69.0％と高く、「ない」が 30.8％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-2-35 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 (N=490) 

 
 
 
 
 

 
（３） 障がいがあるために受けた差別やいやな思い 

問 19-1 それはどのようなことですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いは、「じろじろ見られた」が 73.1％と最も高く、次いで「いやなこ

とを言われた」が 62.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-36 障がいがあるために受けた差別やいやな思い (複数回答、N=338) 

 

ある

69.0%

ない

30.8%

無回答

0.2%

73.1%

62.4%

6.2%

24.6%

7.7%

15.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

じろじろ見られた

いやなことを言われた

暴力をふるわれた

仲間はずれにされた

施設の利用や交通機関への乗車を拒否された

その他

無回答
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（４） 障がい者への理解が深まるために必要なこと 

問 20 あなたや保護者の方は、障がいのある人への理解が深まるためには、今後どのようなことが必要だと思

いますか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

障がい者への理解が深まるために必要なことは、「障がいのある人とない人が一緒に教育できる場」が

70.6％と最も高く、次いで「福祉教育の充実」が 64.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-37 障がい者への理解が深まるために必要なこと (複数回答、N=490) 

 

22.9%

8.6%

14.5%

64.5%

70.6%

35.3%

10.4%

4.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

スポーツ、レクリエーション、文化活動などの場

「障害者週間」などのイベントの充実

福祉講座や講演会の開催

福祉教育の充実

障がいのある人とない人が一緒に教育できる場

ボランティアの育成

その他

特にない

無回答
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（５） 希望する生活をするためにあればよいこと 

問 21 あなたや保護者の方は、今後あなたが希望する生活をするためには、どのようなことがあればよいと思

いますか。あてはまるものを３つまで選んで○をつけてください。 

希望する生活をするためにあればよいことは、「高齢になっても安心して生活できること」が 38.0％と最も高く、

次いで「困ったときに相談を聞いてくれて、わからないことを教えてくれる場所」が 34.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-2-38 希望する生活をするためにあればよいこと (複数回答、N=490) 

 

9.6%

19.2%

34.9%

10.6%

4.5%

24.3%

24.1%

11.8%

26.5%

7.8%

9.4%

13.9%

19.4%

38.0%

23.3%

8.6%

2.0%

0.6%

0.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ホームヘルプサービスなどの

介護サービスの充実

生活するのに必要なことを練習できる場所

困ったときに相談を聞いてくれて、

わからないことを教えてくれる場所

外出に関する支援の充実

スポーツ、レクリエーション、

文化活動の充実

仕事や作業でお金をもらう

年金、手当などを受給すること

住まいの場の充実

まわりの人が自分の障がいのことを

理解すること

人と話をしたり、コミュニケーション

するときの支援

補装具、日常生活用具など福祉用具の充実

医療やリハビリテーションの充実

家族が介助できない時などに

利用する短期入所施設の充実

高齢になっても安心して生活できること

障がいに対する偏見をなくし、

正しい理解をするための啓発の充実

各種情報の提供

その他

特になし

無回答
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II－３ 難病患者調査 
１ あなたのこと、世帯の状況について 
（１） 性別 

問 1 あなたの性別に○をつけてください。 

性別は、「女性」が 78.0％と高く、「男性」が 21.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-1 性別 (N=264) 

 
 
 
 

 
（２） 年齢 

問 2 あなたの年齢について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

年齢は、「70 歳以上」が 33.7％と最も高く、次いで「60 歳～69 歳」が 32.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-2 年齢 (N=264) 

 

男

21.6%

女

78.0%

無回答

0.4%

20歳～29歳

0.8%

30歳～39歳

2.3% 40歳～49歳

11.7%

50歳～59歳

19.3%

60歳～69歳

32.2%

70歳以上

33.7%



  49  
 

 
（３） 生活している場所 

問 3 あなたは、現在どこで生活していますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活している場所は、「家族または自分の持ち家」が 72.3％と最も高く、次いで「民間のアパートなど」が

13.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-3 生活している場所 (N=264) 

 
 
 
 
 

 
（４） 障がい者手帳などの種類 

問 4 あなたが持っている障がい者手帳などの種類はどれですか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

障がい者手帳などの種類は、「特定疾患医療受給者証」が 52.7％と最も高く、次いで「身体障害者手帳 1

級または 2 級」が 38.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-4 障がい者手帳などの種類 (複数回答、N=264) 

 

72.3%

13.3%

6.8%

0.4%

0.0%

3.0%

1.9%

2.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族または自分の持ち家

民間のアパートなど

市営住宅や道営住宅、公団の住宅

会社の寮

グループホーム・ケアホーム

入所施設

病院に入院中

その他

無回答

38.3%

12.5%

2.7%

0.0%

0.0%

0.4%

0.0%

0.4%

1.5%

2.3%

52.7%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身体障害者手帳 1級または2級

身体障害者手帳 3級または4級

身体障害者手帳 5級または6級

療育手帳 Ａ（最重度または重度）

療育手帳 Ｂ（中度）

療育手帳 Ｂ-（軽度）

精神障害者保健福祉手帳 1級

精神障害者保健福祉手帳 2級

精神障害者保健福祉手帳 3級

自立支援医療（精神通院医療）受給者証

特定疾患医療受給者証

無回答
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（５） 障がいや疾病の種類 

問 5 あなたの障がいや疾病で、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいや疾病の種類は、「肢体不自由（下肢）」が 40.2％と最も高く、次いで「肢体不自由（上肢）」が 30.7％

となっている。 

 
図表Ⅱ-3-5 障がいや疾病の種類 (複数回答、N=264) 

 
 
  

6.8%

2.7%

7.6%

8.0%

30.7%

40.2%

19.7%

5.3%

7.6%

4.5%

2.3%

7.6%

0.8%

4.5%

26.1%

3.0%

0.4%

0.4%

4.2%

0.0%

1.5%

0.0%

0.4%

0.0%

0.4%

0.0%

20.1%

6.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

脳病変による運動機能障がい（上肢）

脳病変による運動機能障がい（下肢）

心臓機能障がい

じん臓機能障がい

呼吸器機能障がい

小腸機能障がい

ぼうこう・直腸機能障がい

免疫機能障がい

肝機能障がい

知的障がい

統合失調症

気分障がい（うつ病、躁病など）

中毒性精神障がい（アルコール等）

心因性精神障がい（心因反応、パニック障害等）

パーソナリティ（人格）障がい

認知症

てんかん

発達障がい

高次脳機能障がい

その他

無回答
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（６） 一緒に住んでいる家族の人数 

問 6 家族のことについておしえてください。 

(1) あなたは何人家族ですか。 

一緒に住んでいる家族の人数は、「２人」が 49.2％と最も高く、次いで「1 人」が 19.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-6 一緒に住んでいる家族の人数 (N=264) 

 
 
 
 
 
 

 
（７） 一緒に住んでいる人 

問 6 家族のことについておしえてください。 

(2) 一緒に住んでいる人はだれですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

一緒に住んでいる人は、「夫または妻（配偶者）」が 62.9％と最も高く、次いで「子ども」が 26.1％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-3-7 一緒に住んでいる人 (複数回答、N=264) 

19.3%

49.2%

18.2%

7.6%

2.7%

1.9%

0.8%

0.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人以上

無回答

18.2%

4.2%

9.5%

62.9%

2.7%

0.0%

26.1%

4.5%

3.4%

1.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いない（ひとり暮らし）

父

母

夫または妻（配偶者）

兄弟姉妹

祖父・祖母

子ども

子どもの配偶者

その他

施設に入所中

無回答
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２ 心身の状況について 
（１） 自立性 

問 7 あなたは、日常生活の中で、次の項目をひとりでできますか。それぞれの項目についてあてはまる番号１

つに○をつけてください。 

① 家の中の移動 
家の中の移動は、「ひとりでできる」が 62.1％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 22.7％と

なっている。 

 
図表Ⅱ-3-8 家の中の移動 (N=264) 

 
 
 
 
 

 
② 入浴 

入浴は、「ひとりでできる」が 54.2％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 20.5％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-3-9 入浴 (N=264) 

ひとりでできる

62.1%

時間はかかるがひとりでできる

22.7%

介助を少し必要とする

5.3%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

7.2%

無回答

2.7%

ひとりでできる

54.2%

時間はかかるがひとりでできる

20.5%

介助を少し必要とする

10.6%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

13.3%

無回答

1.5%
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③ 食事 
食事は、「ひとりでできる」が 63.3％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 24.2％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-3-10 食事 (N=264) 

 
 
 
 
 
 

 
④ トイレ 

トイレは、「ひとりでできる」が 65.2％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が 22.0％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-3-11 トイレ (N=264) 

ひとりでできる

63.3%

時間はかかるがひとりでできる

24.2%

介助を少し必要とする

4.5%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

6.1%

無回答

1.9%

ひとりでできる

65.2%

時間はかかるがひとりでできる

22.0%

介助を少し必要とする

4.2%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

6.4%

無回答

2.3%
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⑤ 寝返り 
寝返りは、「ひとりでできる」が67.0％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」が20.5％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-3-12 寝返り (N=264) 

 
 
 
 
 
 

 
⑥ 着替えや洗顔、歯みがき、ひげそりなど 

着替えや洗顔、歯みがき、ひげそりなどは、「ひとりでできる」が 56.4％と最も高く、次いで「時間はかかるが

ひとりでできる」が 28.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-13 着替えや洗顔、歯みがき、ひげそりなど (N=264) 

ひとりでできる

67.0%

時間はかかるがひとりでできる

20.5%

介助を少し必要とする

3.4%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

6.4%

無回答

2.7%

ひとりでできる

56.4%
時間はかかるがひとりでできる

28.4%

介助を少し必要とする

6.1%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

7.2%

無回答

1.9%
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⑦ 家事（調理・掃除・洗濯等） 
家事（調理・掃除・洗濯等）は、「ひとりでできる」が 32.6％と最も高く、次いで「時間はかかるがひとりでできる」

が 25.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-14 家事（調理・掃除・洗濯等） (N=264) 

 
 
 
 
 
 

３ 障がい福祉サービスについて 
（１） 障がい福祉サービス（障害者総合支援法）の利用 

問 8 あなたは、現在、障がい福祉サービス（障害者総合支援法）を利用していますか。 

障がい福祉サービス（障害者総合支援法）の利用は、「利用していないが今後利用したい」が 51.5％と最も

高く、次いで「利用している」が 22.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-15 障がい福祉サービス（障害者総合支援法）の利用 (N=264) 

ひとりでできる

32.6%

時間はかかるがひとりでできる

25.8%

介助を少し必要とする

21.2%

ひとりでできない

（全面的に介助を必要とする）

17.4%

無回答

3.0%

利用している

22.0%

利用していないが、今後利用したい

51.5%

利用したいとは思わない

17.0%

無回答

9.5%
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（２） 満足度  

問 8-1 あなたは、現在受けている障がい福祉サービス（障害者総合支援法）に満足していますか。それぞれの

項目についてあてはまる番号１つに○をつけてください。 

① 支給決定の内容（サービスを利用できる時間数） 
支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）は、「おおむね満足している」が 41.4％と最も高く、次いで

「満足している」が 24.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-16 満足度 【支給決定の内容（サービスを利用できる時間数）】 (N=58) 

 
 
 
 
 

 
② サービスの内容 

サービスの内容は、「おおむね満足している」が 39.7％と最も高く、次いで「あまり満足していない」が 22.4％

となっている。 

 
図表Ⅱ-3-17 満足度 【サービスの内容】 (N=58) 

 

満足している

24.1%

おおむね満足している

41.4%

あまり満足していない

17.2%

満足していない

8.6%

無回答

8.6%

満足している

15.5%

おおむね満足している

39.7%

あまり満足していない

22.4%

満足していない

6.9%

無回答

15.5%
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③ ヘルパーの技術 
ヘルパーの技術は、「おおむね満足している」が 46.6％と最も高く、次いで「あまり満足していない」が 17.2％

となっている。 

 
図表Ⅱ-3-18 満足度 【ヘルパーの技術】 (N=58) 

 
 
 
 
 
 

 
④ 事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等） 

事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）は、「おおむね満足している」が 43.1％と最も高く、次いで

「満足している」が 32.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-19 満足度 【事業所の対応（わかりやすく説明してくれるか等）】 (N=58) 

 

満足している

15.5%

おおむね満足している

46.6%

あまり満足していない

17.2%

満足していない

1.7%

無回答

19.0%

満足している

32.8%

おおむね満足している

43.1%

あまり満足していない

5.2%

満足していない

6.9%

無回答

12.1%
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（３） 支払っている利用者負担額の負担感 

問 8-2 現在支払っている利用者負担について、どう思いますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

支払っている利用者負担額の負担感は、「これくらいの負担はやむをえないと思う」が 41.4％と最も高く、次

いで「負担ではあるが、なんとかやりくりしている」が 34.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-20 支払っている利用者負担額の負担感 (N=58) 

 
 
 
 

 
（４） 福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと 

問9  あなたは、福祉サービスを利用しやすくするために、どのようなことが必要だと思いますか。あてはまるも

のすべてに○をつけてください。 

福祉サービスを利用しやすくするために必要なことは、「利用の手続きが早くてかんたんであること（利用手

続きの簡素化、迅速化）」が 71.6％と最も高く、次いで「サービスを利用する際の窓口がわかりやすいこと」が

59.5％となっている。 

図表Ⅱ-3-21  福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと (複数回答、N=264) 

 

特に負担とは感じない

17.2%

これくらいの負担は

やむをえないと思う

41.4%

負担ではあるが、

なんとかやりくりしている

34.5%

現在の負担は苦しく、

やりくりがむずかしい

1.7%

無回答

5.2%

71.6%

59.5%

47.7%

37.5%

42.0%

32.2%

45.5%

53.4%

31.4%

18.2%

6.1%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用の手続きが早くてかんたんであること

（利用手続きの簡素化、迅速化）

サービスを利用する際の窓口がわかりやすいこと

利用者負担を見直すこと

プライバシーが守られること

利用できる回数や時間が増えること

早朝・夜間・休日に利用できること

ヘルパーや施設職員が親切に対応してくれること

（資質の向上）

緊急時に対応してくれること

交通の便がよいこと

サービスメニューがいろいろあること

その他

無回答
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４ 外出の状況 
（１） 外出頻度 

問 10 あなたは、普段どのくらい外出しますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

外出頻度は、「週に 2～3 日」が 35.6％と最も高く、次いで「ほぼ毎日（週に 4 日以上）」が 31.4％となってい

る。 

図表Ⅱ-3-22  外出頻度 (N=264) 

 
 
 
 
 
 

 
（２） 外出する時に利用する乗り物 

問 10-1 外出する時に利用する乗り物は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出する時に利用する乗り物は、「自家用車」が 54.3％と最も高く、次いで「地下鉄」が 50.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-23  外出する時に利用する乗り物 (複数回答、N=263) 

31.4%

35.6%

17.0%

9.5%

3.4%

2.7%

0.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ほぼ毎日（週に4日以上）

週に2～3日

月に4～5日

月に2～3日

年に数回

まったく外出しない

無回答

5.9%

50.0%

37.1%

9.8%

33.6%

8.6%

54.3%

3.5%

2.0%

10.5%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市電

地下鉄

路線バス

ＪＲ（鉄道）

タクシー

福祉タクシー

（車いす用リフト、寝台車など）

自家用車

自転車

乗り物はほとんど利用しない

その他

無回答
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（３） 主な外出目的 

問 10-2 外出の目的は何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

主な外出目的は、「通院」が 77.0％と最も高く、次いで「買い物」が 75.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-24  主な外出目的 (複数回答、N=263) 

 
 
 
 
 
 
（４） 主な外出同伴者 

問 10-3 だれと一緒に外出することが多いですか。主な方を２人まで選んで○をつけてください。 

主な外出同伴者は、「家族」が 60.2％と最も高く、次いで「ひとりで外出する」が 58.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-25  主な外出同伴者 (複数回答、N=263) 

 
 

75.4%

8.2%

21.9%

5.1%

10.5%

14.5%

77.0%

10.5%

10.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

買い物

友だちなどの家

趣味・レクリエーション

スポーツ

文化・芸術・教養活動

仕事

通院

施設などへの通所

その他

無回答

60.2%

14.5%

0.8%

9.8%

1.6%

58.6%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族

友だち

ボランティア

ヘルパー・ガイドヘルパー

その他

ひとりで外出する

無回答
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（５） 外出するときに、困っていること 

問 10-4 外出するときに困っていることは何ですか。主なものを３つまで選んで○をつけてください。 

外出するときに、困っていることは、「歩道が歩きにくい（移動しにくい）」が 32.8％と最も高く、次いで「交通費

がかかる」が 30.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-26 外出するときに、困っていること (複数回答、N=263) 

 
 
 
 
 

 
（６） 外出しない理由 

問 10-5 まったく外出しない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

外出しない理由は、「障がいが重く外出できないから」と「入院中などの理由により外出が制限されているか

ら」が 57.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-27 外出しない理由 (複数回答、N=7) 

 

9.4%

21.5%

15.2%

32.8%

7.8%

30.1%

4.7%

6.3%

12.5%

22.7%

9.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

外出を介助してくれる人がいない

安心して利用できる交通機関、駐車場などが少ない

安心して利用できる施設、トイレが少ない

歩道が歩きにくい（移動しにくい）

駅や道路の案内や表示がわかりづらい

交通費がかかる

人の目が気になる

困った時に周囲の人が助けてくれない

その他

特にない

無回答

0.0%

57.1%

0.0%

0.0%

57.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

意欲がわかないから

障がいが重く外出できないから

外出を介助してくれる人がいないから

外出するのに交通費などの

お金がかかるから

入院中などの理由により

外出が制限されているから

人と会うのが苦手だから

差別を受けたり、偏見の目で

見られたりするのがいやだから

その他

無回答
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５ 仕事など 
（１） 仕事や作業の有無 

問 11 あなたは現在、仕事をしていますか。 

仕事や作業の有無は、「仕事をしていない」が80.7％と最も高く、次いで「一般就労している」が16.3％となっ

ている。 

 
図表Ⅱ-3-28 仕事や作業の有無 (N=264) 

 
 
 
 
 
（２） 仕事や作業の年収 

(1)  あなたの仕事（作業）の年収はどれくらいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

仕事や作業の年収は、「100 万円～200 万円未満」が 20.0％と最も高く、次いで「200 万円～400 万円未満」

が 18.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-29 仕事や作業の年収 (N=50) 

 

一般就労している

16.3%

就労支援施設、地域活動支援セン

ター、地域共同作業所などに通って

仕事（作業）をしている

2.7%

仕事をしていない

80.7%

無回答

0.4%

2.0%

4.0%

6.0%

10.0%

10.0%

12.0%

20.0%

18.0%

8.0%

10.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1万円未満

1万円～5万円未満

5万円～10万円未満

10万円～30万円未満

30万円～50万円未満

50万円～100万円未満

100万円～200万円未満

200万円～400万円未満

400万円～600万円未満

600万円以上

無回答
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（３） 現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていること 

(2)  あなたが現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていることはありますか。主なものを３つまで選んで

○をつけてください。 

現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていることは、「体調をくずしたときに休みにくい」が 40.0％と最

も高く、次いで「仕事の量が多くて体力が続かない」が 22.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-30 現在の仕事（作業）を続けていくうえで、困っていること (複数回答、N=50) 

18.0%

22.0%

0.0%

0.0%

2.0%

10.0%

2.0%

40.0%

16.0%

6.0%

4.0%

8.0%

6.0%

18.0%

22.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

通勤、通所するのが大変

仕事の量が多くて体力が続かない

仕事の内容が難しい

単純作業しかさせてもらえない

仕事があまり自分に向いていない

人より作業能力が低く肩身が狭い

職場で必要な支援が得られない

体調をくずしたときに休みにくい

通院の時間がとりにくい

賃金や昇進の面で不利な扱いを受けている

職場の人間関係がうまくいかない

職場の障がいに対する理解が足りない

仕事の悩みを相談するところが分からない

（誰に相談してよいか分からない）

その他

無回答
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（４） 仕事をしていない理由 

問 12 あなたが仕事をしていない理由について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

仕事をしていない理由は、「障がいや病状から見てむりだと思っているから」が 47.9％と最も高く、次いで「そ

の他」が 34.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-31 仕事をしていない理由 (複数回答、N=213) 

 
 
 
 

 
（５） これまでに経験した就労形態 

問 13 あなたはこれまでに、仕事をしたことがありますか。仕事をしたことがある場合、どのような形でしたか。

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

これまでに経験した就労形態は、「会社、団体の正社員として働いていた」が 49.8％と最も高く、次いで「パ

ート・アルバイトをしていた」が 32.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-32 これまでに経験した就労形態 (複数回答、N=213) 

 

13.1%

16.4%

5.6%

1.9%

8.5%

47.9%

15.5%

4.2%

34.7%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事をするところが見つからないから

仕事をすると調子をくずすから

職場への通勤や通所が困難だから

職場内で必要な支援が得られないから

仕事についていけないから

障がいや病状から見てむりだと思っているから

医師や家族から止められているから

意欲がわかないから

その他

無回答

10.8%

49.8%

3.3%

32.9%

2.8%

0.5%

9.4%

6.1%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自営業をしていた

会社、団体の正社員として働いていた

派遣社員として働いていた

パート・アルバイトをしていた

在宅勤務をしていた

就労支援施設、地域活動支援センターなどに

通って仕事（作業）をしていた

その他

これまでに仕事をしたことはない

無回答
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（６） 仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なこと 

問 14 あなたが仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なことは何だと思いますか。あてはまるものす

べてに○をつけてください。 

仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なことは、「勤務時間が調整できる」が 40.9％と最も高く、次

いで「自分に合った仕事や働く場を見つけてくれるところがある」が 36.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-33 仕事を続ける（あるいは仕事を始める）上で必要なこと (複数回答、N=264) 

 
 
 
 

６ 生活の場について 
（１） 民間のアパート、公営住宅などで生活した経験 

問 15 これまでに「民間のアパート」や「公営住宅（道営・市営）」、公団の住宅で生活したことがありますか。 

民間のアパート、公営住宅などで生活した経験は、「ない」が 50.8％と高く、「ある」が 44.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-34 民間のアパート、公営住宅などで生活した経験 (N=264) 

 

36.4%

23.1%

6.4%

9.8%

18.9%

15.9%

40.9%

20.5%

8.0%

10.2%

17.0%

24.2%

12.1%

27.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

自分に合った仕事や働く場を

見つけてくれるところがある

就職や仕事に関する情報を

おしえてくれるところがある

仕事の仕方や社会生活の基本的なマナーを

おしえてくれる

ジョブコーチ（仕事がしやすいように

支援してくれる外部の専門員）を利用できる

仕事がしやすいように上司や同僚が

支援してくれる

通勤、通所の交通手段を確保してくれる

勤務時間が調整できる

在宅勤務ができる

長い期間を働ける

障がいのない人と同じぐらい給料がもらえる

行政が事業主に指導や助成をする

行政が障がいに関する理解を促進する

その他

無回答

ある

44.7%

ない

50.8%

無回答

4.5%
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（２） 民間のアパート、公営住宅などの入居時、入居後に困ったこと 

問 15-1 入居するまでに、または入居後に困ったことはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

民間のアパート、公営住宅などの入居時、入居後に困ったことは、「その他」と「無回答」を除くと、「入居でき

る物件のことがよくわからなかった」と「近所の人の障がいに対する理解が不足していた」が 13.6％と最も高く

なっている。 

 
図表Ⅱ-3-35 民間のアパート、公営住宅などの入居時、入居後に困ったこと (複数回答、N=118) 

 
 
 
 
 

 
（３） 生活したい場所 

問 15-2 あなたは今後、どのような場所で生活したいですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

生活したい場所は、「家族または自分の持ち家（一戸建て・分譲マンション）で生活したい」が 63.6％と最も

高く、次いで「公営住宅（道営・市営）、公団の住宅で生活したい」が 11.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-36 生活したい場所 (N=264) 

 

13.6%

0.8%

4.2%

5.1%

13.6%

5.9%

28.8%

41.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

入居できる物件のことがよくわからなかった

家主から入居を断られた

保証人が見つからなかった

住宅改修に関する情報をおしえてくれたり

相談できるところが見つからなかった

近所の人の障がいに対する理解が不足していた

事故など緊急時に支援が得られなかった

その他

無回答

63.6%

3.4%

11.0%

4.9%

6.4%

4.2%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族または自分の持ち家

（一戸建て・分譲マンション）で生活したい

民間のアパートなどを借りて生活したい

公営住宅（道営・市営）、

公団の住宅で生活したい

グループホーム・ケアホームなどで生活したい

施設に入所したい

その他

無回答
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７ 防災について 
（１） 災害への備え 

問 16 あなたは、地震などの災害への備えとして、普段どのようなことをしていますか。あてはまるものすべて

に○をつけてください。 

災害への備えは、「身分証（障がい者手帳や緊急連絡先カードなど）の携帯」が 51.5％と最も高く、次いで

「食料や飲料水の備え（3 日間以上）」が 38.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-37 災害への備え (複数回答、N=264) 

 
 
 
 
 
（２） 個人情報の提供 

問 17 あなたは、災害に備えるために、町内会や民生委員など地域に対し、個人情報（障がいの状況や、災害

時における支援の必要性など）の提供をしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

個人情報の提供は、「今は情報提供していないが、今後、情報提供しても構わない」が 39.4％と最も高く、次

いで「情報提供の必要を感じていない」が 20.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-38 個人情報の提供 (N=264) 

 

23.5%

38.3%

51.5%

28.4%

25.0%

9.1%

33.0%

11.7%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家具やガラス類の安全対策

食料や飲料水の備え（3日間以上）

身分証（障がい者手帳や緊急連絡先カードなど）の携帯

非常持出品（食料、飲料水、救急セットなど）の用意

日頃の近所付き合い

地域の防災訓練への参加

避難場所・避難経路の把握

その他

無回答

情報提供している

14.4%

今は情報提供していないが、

今後、情報提供しても構わない

39.4%支援の必要は感じているが、

情報提供したくない

13.3%

情報提供の必要を感じていない

20.8%

無回答

12.1%
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（３） 個人情報を提供したきっかけ 

問 17-1 どのようなきっかけで情報提供しましたか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

個人情報を提供したきっかけは、「その他」を除くと、「町内会回覧などからの呼びかけ」が 47.4％と高く、「障

がい者団体などの支援団体からのはたらきかけ」が 15.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-39 個人情報を提供したきっかけ (N=38) 

 
 
 
 
（４） 防災に関しての不安 

問 18 あなたは、防災に関して不安に感じていることはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。 

防災に関しての不安は、「避難場所でうまく生活できるか不安」が 65.2％と最も高く、次いで「災害発生時に

手助けしてくれる人がいない」が 29.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-40 防災に関しての不安 (複数回答、N=264) 

 

町内会回覧などからの呼びかけ

47.4%

障がい者団体などの

支援団体からのはたらきかけ

15.8%

その他

34.2%

無回答

2.6%

29.2%

22.3%

26.5%

65.2%

9.5%

13.6%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

災害発生時に手助けしてくれる人がいない

情報の入手が十分にできない

避難経路・避難場所がバリアフリーに

なっていない

避難場所でうまく生活できるか不安

その他

特に不安は感じていない

無回答
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８ 制度や政策等について 
（１） 障がいのある人に対する市民の理解度 

問19 あなたは、障がいのある人に対する市民の理解が深まってきていると思いますか。あてはまるもの１つに

○をつけてください。 

障がいのある人に対する市民の理解度は、「どちらともいえない」が 33.0％と最も高く、次いで「あまりそう思

わない」が 31.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-41 障がいのある人に対する市民の理解度 (N=264) 

 
 
 
 
 

 
（２） 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 

問 20 あなたはこれまでに、障がいがあるために差別をうけたり、いやな思いをしたことがありますか。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無は、「ない」が 58.3％と高く、「ある」が 34.5％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-3-42 障がいがあるために受けた差別やいやな思いの有無 (N=264) 

 

深まっていると思う

5.3%

まあまあ深まっていると思う

21.2%

どちらともいえない

33.0%

あまりそう思わない

31.1%

まったく思わない

6.1%

無回答

3.4%

ある

34.5%

ない

58.3%

無回答

7.2%
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（３） 障がいがあるために受けた差別やいやな思い 

問 20-1 それはどのようなことですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいがあるために受けた差別やいやな思いは、「いやなことを言われた」が 59.3％と最も高く、次いで「じ

ろじろ見られた」が 48.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-43 障がいがあるために受けた差別やいやな思い (複数回答、N=135) 

 
 
 
 
 

 
（４） 障がい者への理解が深まるために必要なこと 

問 21 あなたは、障がいのある人への理解が深まるためには、今後どのようなことが必要だと思いますか。主

なものを３つまで選んで○をつけてください。 

障がい者への理解が深まるために必要なことは、「福祉教育の充実」が 70.8％と最も高く、次いで「ボランテ

ィアの育成」が 53.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-44 障がい者への理解が深まるために必要なこと (複数回答、N=264) 

 
  

48.4%

59.3%

1.1%

14.3%

9.9%

14.3%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

じろじろ見られた

いやなことを言われた

暴力をふるわれた

仲間はずれにされた

施設の利用や交通機関への乗車を拒否された

その他

無回答

18.2%

20.5%

41.3%

70.8%

53.0%

8.3%

4.5%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

スポーツ、レクリエーション、文化活動などの場

「障害者週間」などのイベントの充実

福祉講座や講演会の開催

福祉教育の充実

ボランティアの育成

その他

特にない

無回答
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（５） 希望する生活をするためにあればよいこと 

問 22 あなたが今後、希望する生活をするためには、どのようなことがあればよいと思いますか。あてはまるも

のを３つまで選んで○をつけてください。 

希望する生活をするためにあればよいことは、「高齢になっても安心して生活できること」が 52.7％と最も高く、

次いで「困ったときに相談を聞いてくれて、わからないことを教えてくれる場所」が 39.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-3-45 希望する生活をするためにあればよいこと (複数回答、N=264) 

 

28.8%

4.2%

39.8%

10.6%

2.7%

8.3%

18.6%

12.9%

6.1%

4.5%

15.9%

20.1%

18.6%

52.7%

11.7%

12.1%

2.7%

2.3%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ホームヘルプサービスなどの

介護サービスの充実

生活するのに必要なことを練習できる場所

困ったときに相談を聞いてくれて、

わからないことを教えてくれる場所

外出に関する支援の充実

スポーツ、レクリエーション、

文化活動の充実

仕事や作業でお金をもらう

年金、手当などを受給すること

住まいの場の充実

まわりの人が自分の障がいのことを

理解すること

人と話をしたり、コミュニケーション

するときの支援

補装具、日常生活用具など福祉用具の充実

医療やリハビリテーションの充実

家族が介助できない時などに利用する短期入所施設の充実

高齢になっても安心して生活できること

障がいに対する偏見をなくし、

正しい理解をするための啓発の充実

各種情報の提供

その他

特になし

無回答
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II－４ 施設入所者調査 
１ 年齢 

平成 25 年 11 月 1 日現在の満年齢を記入してください。 

年齢は、「身体障がい者」では「60 歳代」が 40.6％と最も高く、「知的障がい者」では「30 歳代」が 27.2％とな

っている。 

 
図表Ⅱ-4-1 年齢 

 
 
 
 
 
 
２ 性別 

性別を次の区分により記入してください。 

性別は、どちらの障がいにおいても、「男性」が高く、「身体障がい者」では、56.5％、「知的障がい者」では

63.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-2 性別 

 

0.6%

0.8%

12.9%

4.9%

16.6%

22.5%

12.4%

27.2%

20.4%

14.1%

23.3%

15.8%

19.8%

14.0%

21.2%

40.6%

12.4%

6.5%

8.1%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が
い

別

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答

61.5%

56.5%

63.8%

38.5%

43.5%

36.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

男 女 無回答
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３ 入所期間 

入所期間を次の区分により記入してください。 

入所期間は、「身体障がい者」では「3 年以上 5 年未満」が 25.1％と最も高く、「知的障がい者」では「10 年以

上 20 年未満」が 49.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-3 入所期間 

 
 
 
 
 
 
 

 
４ 障害者総合支援法による障害程度区分について 

障害者総合支援法による障害程度区分の認定状況を記入してください。 

障害者総合支援法による障害程度区分は、どちらの障がいにおいても、「区分６」が最も高く、「身体障がい

者」では 43.5％、「知的障がい者」では、46.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-4 障害者総合支援法による障害程度区分 

2.8%

5.3%

1.6%

8.8%

13.1%

6.9%

11.5%

25.1%

5.3%

16.0%

22.3%

13.2%

41.1%

23.7%

49.0%

13.5%

6.0%

16.9%

6.3%

4.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満 ５年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上 無回答

1.2%

1.8%

7.2%

6.7%

7.4%

19.2%

20.1%

18.8%

26.6%

29.7%

25.2%

45.7%

43.5%

46.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

区分１ 区分２ 区分３

区分４ 区分５ 区分６

非該当 未認定・認定申請中 無回答
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５ 地域生活への移行について 
（１） 本人の意向 

地域生活への移行について次の区分により記入してください。 

地域生活への移行（本人の意向）は、どちらの障がいにおいても、「不明」が最も高く、「身体障がい者」では、

39.9％、「知的障がい者」では 66.1％となっている。 

図表Ⅱ-4-5 地域生活への移行（本人の意向） 

 
 
 
 
（２） 希望する居住形態 

希望する居住形態について次の区分により記入してください。 

希望する居住形態は、「身体障がい者」では「持ち家」が 56.3％と最も高く、「知的障がい者」では、「福祉ホ

ーム、グループホーム等」が 65.8％となっている。 

図表Ⅱ-4-6 希望する居住形態 

0.6%

0.8%

2.9%

1.8%

3.4%

6.7%

3.9%

8.0%

22.1%

39.2%

14.3%

6.7%

5.3%

7.4%

57.9%

39.9%

66.1%

3.1%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

地域生活への移行が決まっている

地域生活をしたいと思っている（言葉や態度ではっきり示している）

地域生活に関心がある・興味を示している

地域生活をしたいと思っていない（言葉や態度ではっきり示している）

時によって意向が異なる

不明

無回答

9.8%

56.3%

5.4%

25.0%

1.3%

2.2%

6.3%

1.3%

54.3%

65.8%

2.2%

2.6%

13.0%

12.5%

13.2%

13.0%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

持ち家 民間の賃貸住宅 公営住宅、

公団住宅

福祉ホーム、

グループホーム等

その他 不明 無回答
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（３） 希望する日中活動 

希望する日中活動について次の区分により記入してください。 

希望する日中活動は、「身体障がい者」では「不明」が 37.5％と最も高く、「知的障がい者」では「通所施設で

訓練や作業をしたい」が 46.1％となっている。 

図表Ⅱ-4-7 希望する日中活動 

 
 
 
６ 退所の可能性について 
（１） 退所の可能性 

退所の可能性について次の区分により記入してください。 

退所の可能性は、どちらの障がいにおいても、「現時点では退所の可能性がない・見通しが立たない」が最

も高く、「身体障がい者」では 82.7％、「知的障がい者」では 83.3％となっている。 

 

図表Ⅱ-4-8 退所の可能性 

 

39.1%

6.3%

46.1%

6.5%

12.5%

5.3%

4.3%

6.3%

3.9%

7.6%

31.3%

2.6%

25.0%

37.5%

22.4%

17.4%

6.3%

19.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

通所施設で訓練や作業をしたい 作業所等で働きたい

一般就労したい その他

不明 無回答

0.4%

0.6%

4.5%

3.9%

4.8%

8.8%

3.5%

11.3%

83.1%

82.7%

83.3%

3.1%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が
い
別

退所が決まっている

居住先・支援が整えば、現在の状況でも退所が可能

現時点では退所の可能性がない・見通しが立たない

無回答

現時点では引き続き施設での訓練が必要であるが、長期的（平成29年度末まで）

には可能性がある
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（２） 退所後に必要な訪問系サービス 

退所後に必要となると思われる訪問系サービスについて次の区分により記入してください。（複数回答可） 

退所後に必要な訪問系サービスは、「身体障がい者」では「居宅介護・重度訪問介護」と「行動援護・同行援

護・移動支援」が 90.9％と最も高く、「知的障がい者」では「行動援護・同行援護・移動支援」が 76.5％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-4-9 退所後に必要な訪問系サービス（複数回答） 

 
 
 
 
（３） 退所後にふさわしい日中活動 

退所後にふさわしいと思われる日中活動について次の区分により記入してください。 

退所後にふさわしい日中活動は、どちらの障がいにおいても、「生活介護」が最も高く、「身体障がい者」で

は 63.6％、「知的障がい者」では 58.8％となっている。 

 

図表Ⅱ-4-10 退所後にふさわしい日中活動 

 

46.7%

90.9%

32.4%

80.0%

90.9%

76.5%

33.3%

18.2%

38.2%

2.2%

0.0%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が
い
別

居宅介護・重度訪問介護 行動援護・同行援護・移動支援 短期入所・日中一時支援 無回答

60.0%

63.6%

58.8%

8.9%

9.1%

8.8%

2.2%

9.1%

20.0%

9.1%

23.5%

2.2%

9.1%

4.4%

5.9%

2.2%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が

い
別

生活介護 自立訓練

就労移行支援 就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型） 地域活動支援センター・小規模共同作業所

一般就労 その他

無回答
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（４） 退所後に必要なその他のサービス 

退所後に必要となるその他のサービスについて次の区分により記入してください。（複数回答可） 

退所後に必要なその他のサービスは、「身体障がい者」では「無回答」を除くと「理学療法・作業療法」が

36.4％と最も高く、「知的障がい者」では「相談支援事業（日常の生活相談など）」が 97.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-11 退所後に必要なその他のサービス（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
（５） 退所に向けての問題点（不安な点）【本人の状態像】 

退所に向けての問題点（不安な点）について次の区分で記入してください。（複数回答可） 

退所に向けての問題点（不安な点）【本人の状態像】は、どちらの障がいにおいても、「介護や見守り等の支

援が常時必要である」が最も高く、「身体障がい者」では 41.3％、「知的障がい者」では 63.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-12 退所に向けての問題点（不安な点）【本人の状態像】（複数回答） 

 
 

80.0%

27.3%

97.1%

53.3%

27.3%

61.8%

8.9%

36.4%

0.0%

13.3%

0.0%

17.6%

2.2%

9.1%

0.0%

28.9%

9.1%

35.3%

15.6%

54.5%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が
い
別

相談支援事業（日常の生活相談など） 入居等支援事業（入居時・入居後の支援）

理学療法・作業療法 職業訓練やジョブコーチ

補装具・日常生活用具 その他

無回答

割合 割合 割合

3位

26.7%

37.1%

31.0%

0.0%

0.0%

特に問題
はない

環境変化への不安が強い

33.6%

家事（調理、洗濯等）や金
銭管理ができない

身体障がい者
（N=19）

知的障がい者
（N=95）

介護や見守り等の支援が
常時必要である

介護や見守り等の支援が
常時必要である

退所に向けた意識が乏しい

退所したいかどうか、本人
の意思が確認できない

41.3%

63.3%

項目 項目 項目
調査の種類

1位 2位
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（６） 退所に向けての問題点（不安な点）【家族の状況】 

退所に向けての問題点（不安な点）について次の区分で記入してください。（複数回答可） 

退所に向けての問題点（不安な点）【家族の状況】は、「身体障がい者」では「本人の退所に対する家族の考

え方は不明である」が 42.8％と最も高く、「知的障がい者」では「家族が退所に反対している」が 43.7％となっ

ている。 

 
 

図表Ⅱ-4-13 退所に向けての問題点（不安な点）【家族の状況】（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
（７） 退所に向けての問題点（不安な点）【地域の状況】 

退所に向けての問題点（不安な点）について次の区分で記入してください。（複数回答可） 

退所に向けての問題点（不安な点）【地域の状況】は、「身体障がい者」では「一度退所すると再入所できな

いのではないかという不安がある」が 42.8％と最も高く、「知的障がい者」では「夜間や緊急時の支援を十分に

受けることができないという不安がある」が 42.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-14 退所に向けての問題点（不安な点）【地域の状況】（複数回答） 

 
 

18.3%

4.6%

24.6%

35.4%

17.0%

43.7%

31.0%

42.8%

25.7%

13.3%

8.1%

15.6%

3.6%

0.7%

5.0%

13.7%

35.0%

4.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

計

（N=905）

身体障がい者

（N=283）

知的障がい者

（N=622）

障
が
い
別

家族がいない（家族による

サポートがまったく期待できない）

家族が退所に反対している 本人の退所に対する家族の

考え方は不明である

１～３以外の問題点がある 退所に向けて、家族の積極的な

かかわり（支援）が期待できる

無回答

割合 割合 割合
調査の種類

1位 2位 3位

知的障がい者
（N=39）

夜間や緊急時の支援を十
分に受けることができないと
いう不安がある

42.3%

住まいの確保が困難

34.2%

服薬管理などを含めた適切
な医療ケアを受けられるか
どうか不安がある

33.6%

特に問題
はない項目 項目 項目

服薬管理などを含めた適切
な医療ケアを受けられるか
どうか不安がある

33.6% 0.4%

0.2%

身体障がい者
（N=19）

一度退所すると再入所でき
ないのではないかという不
安がある

42.8%

夜間や緊急時の支援を十
分に受けることができないと
いう不安がある

34.3%
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７ 施設の取組など 
（１） 退所に向けての支援 

入所者の退所に向けて行っている支援について次の区分で記入してください。（複数回答可） 

退所に向けての支援は、「無回答」を除くと、「退所予定者に対して、（退所後の生活に関する）相談支援を

実施している」と「１～６以外の支援を行っている」が 28.6％と最も高くなっている。 

 
図表Ⅱ-4-15 退所に向けての支援 (複数回答、N=28) 

 
 
 
 
 
 
（２） 退所目標数 

今後、毎年１年間の退所者の目標数を記入してください。 

退所目標数は、「無回答」を除くと、「１～４人」が 28.6％と最も高く、次いで「０人」が 21.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-4-16 退所目標数 (N=28) 

 

25.0%

3.6%

7.1%

28.6%

10.7%

25.0%

28.6%

35.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

入所者に対して、定期的に退所に関する説明、

調査等をしている

施設内において、退所支援実習等

（退所後の生活の体験実習）を実施している

施設外において、退所支援実習等

（退所後の生活の体験実習）を実施している

退所予定者に対して、（退所後の生活に関する）

相談支援を実施している

退所者に対して、（退所後の生活に関する）

相談支援を実施している

相談支援事業所、サービス提供事業所などの関係

機関と定期的な連絡をするなど連携を取っている

１～６以外の支援を行っている

無回答

０人

21.4%

1～4人

28.6%

無回答

50.0%



  80  
 

II－５ 精神科病院入院患者調査 
１ 年齢 

Ａ 平成 25 年 11 月 1 日現在の満年齢を記入してください。 

年齢は、「70 歳代以上」が 43.2％と最も高く、次いで「60 歳代」が 29.5％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-1 年齢 (N=3,118) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 性別 

Ｂ 性別を次の区分により記入してください。 

性別は、「女性」が 53.6％と高く、「男性」が 46.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-2 性別 (N=3,118) 

 
 
 
 

20歳未満

0.3%

20歳代

0.7%
30歳代

3.4% 40歳代

7.4%

50歳代

15.7%

60歳代

29.5%

70歳代以上

43.2%

男

46.4%
女

53.6%
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３ 生活保護 

Ｃ 生活保護受給について次の区分により記入してください。 

生活保護は、「受給していない」が 74.6％と高く、「受給している」が 25.2％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-3 生活保護 (N=3,118) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 入院形態 

Ｄ 入院形態を次の区分により記入してください。 

入院形態は、「任意入院」が 50.0％と最も高く、次いで「医療保護入院」が 49.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-4 入院形態 (N=3,118) 

 
 
 

受給している

25.2%

受給していない

74.6%

無回答

0.3%

措置入院

0.5%

医療保護入院

49.4%

任意入院

50.0%

その他の入院

0.1%

無回答

0.1%
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５ 疾患名 

Ｅ 疾患名を次の区分により記入してください（厚生労働省調査と同じ区分です）。 

疾患名は、「統合失調症、統合失調型障害及び妄想性障害」が 62.4％と最も高く、次いで「アルツハイマー

病型認知症」が 11.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-5 疾患名 (N=3,118) 

11.1%

3.5%

4.6%

3.2%

0.2%

0.3%

62.4%

7.1%

1.4%

0.4%

0.2%

3.7%

0.3%

0.0%

0.8%

0.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

アルツハイマー病型認知症

血管性認知症

アルツハイマー病型認知症、血管性認知症

以外の症状性を含む器質性精神障害

アルコール使用による精神及び行動の障害

覚醒剤による精神及び行動の障害

アルコール、覚せい剤を除く精神作用

物質による精神及び行動の障害

統合失調症、統合失調型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害

神経症性障害、ストレス関連障害

及び身体表現性障害

生理的障害及び身体的要因に関連した症候群

成人の人格及び行動の障害

精神遅滞

心理的発達の障害

小児期及び青年期に通常発症する行動及び

情緒の障害及び特定不能の精神障害

てんかん（Ｆ０に属さないもの）

その他

無回答
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６ 在院期間 

Ｆ 在院期間を次の区分により記入してください。 

在院期間は、「５年～１０年未満」が 21.2％と最も高く、次いで「１０年～２０年未満」が 17.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-6 在院期間 (N=3,118) 

 
 
 
 
 
 
 
 
７ 入院時の住所 

Ｇ 入院時の住所（区）を記入してください。 

入院時の住所は、「札幌市以外」が 16.1％と最も高く、次いで「中央区」が 13.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-7 入院時の住所 (N=3,118) 

 
 
 
  

１年～１年６か月未満

11.1%

１年６か月～２年未満

7.3%

２年～３年未満

12.8%

３年～５年未満

17.2%
５年～１０年未満

21.2%

１０年～２０年未満

17.4%

２０年以上

12.9%

無回答

0.1%

中央区

13.1%

北区

5.5%

東区

9.4%

白石区

12.1%

厚別区

4.4%
豊平区

6.1%

清田区

8.3%

南区

8.5%

西区

7.8%

手稲区

8.8%

札幌市以外

16.1%
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８ 症状 

Ｈ 症状を次の区分で記入してください。 

以降、次のように略語を用いる。 

・「症状は寛解（院内寛解）しているが、家族の受入困難や生活の場の確保が困難などの要因により入院継

続」は「寛解・いわゆる社会的入院」 

・「症状残存だが改善傾向にあり支援により退院可能」は「症状残存・退院可能」 

・「症状残存で増悪、動揺又は経過不確定で退院に向けて要入院継続」は「症状残存・要入院継続」 

・「症状残存で難治又は慢性長期化の見込み」を「症状残存・難治慢性長期化の見込み」 

・「調査日には既に退院又は調査日には退院日確定」は「すでに退院又は退院日確定」 

 

 

症状は、「症状残存・難治慢性長期化の見込み」が 72.7％と最も高く、次いで「症状残存・要入院継続」が

12.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-8 症状 (N=3,118) 

 
 
 
  

寛解・いわゆる社会的入院

7.3%

症状残存・退院可能

7.3%

症状残存・要入院継続

12.0%

症状残存・難治慢性長期化の見込み

72.7%

すでに退院又は退院日確定

0.6%
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９ 退院に向けての要件について 
（１） 退院ができない要因 

<<Ｈの回答が１～３の方について記入してください。>> 

Ｉ 退院に向けての課題となっている要因を記入してください（複数回答可）。 

症状が「寛解・いわゆる社会的入院」、「症状残存・退院可能」、「症状残存・要入院継続」の人の退院ができ

ない要因は、「現実認識が乏しい」が 33.3％と最も高く、次いで「病状が不安定」が 32.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-9 退院ができない要因 (複数回答、N=832) 

  

32.1%

25.6%

23.7%

33.3%

17.4%

4.4%

16.3%

18.6%

12.9%

23.9%

4.0%

1.9%

4.4%

3.7%

0.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

病状が不安定

病識がなく通院服薬の中断が

予想される

退院意欲が乏しい

現実認識が乏しい

退院による環境変化への不安が強い

援助者との対人関係が持てない

家事（食事・洗濯・金銭管理など）が

できない

家族がいない、本人をサポートする

家族の機能が実質ない

家族から退院に反対がある

住まいの確保ができない

生活費の確保ができない

日常生活を支える制度がない

退院に向けてサポートする

人的資源が乏しい

その他

無回答
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（２） 退院に向けての支援プログラム 

<<Ｈの回答が１～３の方について記入してください。>> 

Ｊ 病院内にて行っている支援プログラムについて記入してください（複数回答可）。 

症状が「寛解・いわゆる社会的入院」、「症状残存・退院可能」、「症状残存・要入院継続」の人の退院に向け

ての支援プログラムは、「服薬の必要性を促す」が 36.8％と最も高く、次いで「地域の社会資源情報を伝える」

が 26.8％となっている。 

図表Ⅱ-5-10 退院に向けての支援プログラム (複数回答、N=832) 

 
 
１０ 退院に向けての必要資源について 
（１） 住まい 

<<Ｈの回答が１～３の方について記入してください。>> 

Ｋ 退院に向けて必要な資源を次の区分により記入してください（複数回答可）。 

症状が「寛解・いわゆる社会的入院」、「症状残存・退院可能」、「症状残存・要入院継続」の人の退院に向け

ての必要資源【住まい】は、「グループホーム」が 38.5％と最も高く、次いで「その他」を除くと、「特別養護老人

ホーム」が 16.1％となっている。 

図表Ⅱ-5-11 退院に向けての必要資源【住まい】 (複数回答、N=832) 

36.8%

23.6%

26.8%

2.8%

6.7%

7.7%

6.0%

17.1%

18.5%

2.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

服薬の必要性を促す

社会生活技術の取得を促す

地域の社会資源情報を伝える

地域の通所施設への体験通所

外泊訓練

個別退院支援計画の作成

地域移行支援の活用

その他

特になし

無回答

3.5%

14.2%

38.5%

4.4%

16.1%

6.7%

12.1%

10.2%

20.7%

11.2%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

福祉ホーム

ケアホーム

グループホーム

宿泊型自立訓練

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

老人保健施設

障害者支援施設

その他

特になし

無回答
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（２） 生活訓練 

<<Ｈの回答が１～３の方について記入してください。>> 

Ｌ 退院に向けて必要な資源を次の区分により記入してください（複数回答可）。 

症状が「寛解・いわゆる社会的入院」、「症状残存・退院可能」、「症状残存・要入院継続」の人の退院に向け

ての必要資源【生活訓練】は、「特になし」が 33.4％と最も高く、次いで「グループホームへの体験入所」が

28.5％となっている。 

図表Ⅱ-5-12 退院に向けての必要資源【生活訓練】 (複数回答、N=832)

 
 
（３） 生活支援 

<<Ｈの回答が１～３の方について記入してください。>> 

Ｍ 退院に向けて必要な資源を次の区分により記入してください（複数回答可）。 

症状が「寛解・いわゆる社会的入院」、「症状残存・退院可能」、「症状残存・要入院継続」の人の退院に向け

ての必要資源【生活支援】は、「訪問看護サービス」が 38.5％と最も高く、次いで「ホームヘルプサービス」が

23.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-13 退院に向けての必要資源【生活支援】 (複数回答、N=832) 

 

25.2%

28.5%

17.1%

33.4%

8.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

自立訓練（生活訓練）

グループホームへの体験入所

その他

特になし

無回答

23.0%

38.5%

18.1%

21.9%

2.0%

21.0%

22.1%

20.2%

3.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

ホームヘルプサービス

訪問看護サービス

給食サービス

相談体制

ショートステイ

金銭管理サービス

その他

特になし

無回答
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（４） 活動の場 

<<Ｈの回答が１～３の方について記入してください。>> 

Ｎ 退院に向けて必要な資源を次の区分により記入してください（複数回答可）。 

症状が「寛解・いわゆる社会的入院」、「症状残存・退院可能」、「症状残存・要入院継続」の人の退院に向け

ての必要資源【活動の場】は、「デイケア」が 42.3％と最も高く、次いで「特になし」が 27.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-5-14 退院に向けての必要資源【活動の場】 (複数回答、N=832) 

 

6.1%

13.6%

10.6%

42.3%

1.9%

19.0%

27.0%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

就労できる場（就労支援サービス含む）

地域活動支援センター／地域共同作業所

生活介護

デイケア

自助グループ

その他

特になし

無回答
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II－６ 市民意識調査 
１ あなたのことについて 
（１） 性別 

問 1 あなたの性別に○をつけてください。 

性別は、「女性」が 56.8％と高く、「男性」が 41.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-1 性別 (N=1,316) 

 
 
 
 
 
（２） 年齢 

問 2 あなたの年齢について、あてはまるものに○をつけてください。 

年齢は、「60 歳～69 歳」が 23.6％と最も高く、次いで「40 歳～49 歳」が 18.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-2 年齢 (N=1,316) 

 

男

41.4%

女

56.8%

無回答

1.7%

20歳～29歳

9.6%

30歳～39歳

16.1%

40歳～49歳

18.7%

50歳～59歳

17.3%

60歳～69歳

23.6%

70歳～79歳

10.3%

80歳以上

4.2%

無回答

0.2%
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２ 障がいのある人とのかかわりについて 
（１） 身近に障がいのある人の有無 

問 3 あなたの身近に障がいのある人はいますか、または、これまでいたことがありますか。 

身近に障がいのある人の有無は、「いる（いた）」が 61.9％と高く、「いない（いなかった）」が 37.8％となってい

る。 

 
図表Ⅱ-6-3 身近に障がいのある人の有無 (N=1,316) 

 
 
 
 
 

（２） 身近にいる（いた）障がいのある人について 

問 3-1 あなたの身近にいる（いた）障がいのある人は、どのようなところにいますか（いましたか）。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。 

身近にいる（いた）障がいのある人が、どのようなところにいますか（いましたか）は、「自分自身または家族な

どの身近な親族」が 58.2％と最も高く、次いで「自分の職場」が 25.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-4 身近にいる（いた）障がいのある人について (複数回答、N=815) 

 

いる（いた）

61.9%

いない（いなかった）

37.8%

無回答

0.3%

58.2%

16.8%

25.8%

13.5%

18.4%

7.7%

9.6%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分自身または家族などの身近な親族

学校

自分の職場

仕事関係（自分の職場以外）

隣近所

趣味等の活動

その他

無回答
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（３） 障がいのある人との会話や手助け 

問 4 あなたは、障がいのある人と気軽に話したり、障がいのある人の手助けをしたりしたことがありますか。 

障がいのある人との会話や手助けは、「ある」が 72.6％と高く、「ない」が 26.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-5 障がいのある人との会話や手助け (N=1,316) 

 
 
 
 
 
 

 
（４） 会話や手助け時の気持ち 

問 4-1 それは、どのような気持ちからでしょうか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

会話や手助け時の気持ちは、「困っているときはお互い様という気持ちから」が 60.5％と最も高く、次いで「身

内などに障がいのある人がいて、その大変さを知っているから」が 36.9％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-6 会話や手助け時の気持ち (複数回答、N=955) 

 
 
 

ある

72.6%

ない

26.7%

無回答

0.8%

36.9%

14.3%

60.5%

23.0%

25.2%

12.6%

8.9%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身内などに障がいのある人がいて、

その大変さを知っているから

近所付き合いや親戚付き合いなどで

困っているときはお互い様という気持ちから

自分の仕事に関連して

将来、自分も事故や病気などで

障がいをもつかもしれないから

何となく

その他

無回答



  92  
 

 
（５） 会話や手助けの内容 

問 4-2 それは、どのような話や手助けでしたか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

会話や手助けの内容は、「車いすを押した」が 38.7％と最も高く、次いで「相談相手、話し相手」が 38.6％と

なっている。 

 
図表Ⅱ-6-7 会話や手助けの内容 (複数回答、N=955) 

 
 
 
 
 
 

 
（６） 障がいのある人との会話や手助けをしたことがない理由 

問 4-3 それは、どうしてですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいのある人との会話や手助けをしたことがない理由は、「そのような機会がなかったから」が 86.6％と最

も高く、次いで「手助けの方法がよくわからなかったから」が 13.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-8 障がいのある人との会話や手助けをしたことがない理由 (複数回答、N=351) 

 
 

36.9%

38.2%

38.7%

20.8%

16.5%

11.0%

28.2%

38.6%

9.7%

4.0%

9.5%

1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

席をゆずった

横断歩道や階段で手助けをした

車いすを押した

家事や買い物などの手伝い

入浴や着替えなどの手伝い

手話、点訳、音読、筆談など

一緒に遊んだ

相談相手、話し相手

寄附等の金銭的な援助

募金活動

その他

無回答

13.4%

0.6%

3.7%

4.3%

86.6%

2.8%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

手助けの方法がよくわからなかったから

手助けをしようとしたら断わられたから

関心がないから

何となく

そのような機会がなかったから

その他

無回答
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（７） 障がいのある人との会話や手助けへの意向 

問 4-4 今後、障がいのある人の手助けなどをしてみたいと思いますか。 

障がいのある人との会話や手助けへの意向は、「わからない」が 55.0％と最も高く、次いで「してみたい」が

36.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-9 障がいのある人との会話や手助けへの意向 (N=351) 

 
 
 
 
 
 
（８） 障がいのある人との会話や手助けへの内容 

問 4-5 それは、どのような手助けですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいのある人との会話や手助けへの内容は、「席をゆずる」が 87.6％と最も高く、次いで「横断歩道や階

段での手助け」が 69.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-10 障がいのある人との会話や手助けへの内容 (複数回答、N=129) 

 

してみたい

36.8%

したくない

5.4%

わからない

55.0%

無回答

2.8%

87.6%

69.0%

65.1%

13.2%

3.9%

5.4%

13.2%

23.3%

16.3%

9.3%

34.9%

3.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

席をゆずる

横断歩道や階段での手助け

車いすを押す

家事や買い物などの手伝い

入浴や着替えなどの手伝い

手話、点訳、音読、筆談など

一緒に遊ぶ

相談相手、話し相手

寄附等の金銭的な援助

募金活動

災害時の避難の手伝い

その他

無回答
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３ 障がいのある人が働く店について 
（１） 「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」での買い物の有無 

問 5 札幌市には、障がいのある人が作業所等で製作した製品を売る店として、「元気ショップ」と「元気ショップ

いこ～る」があります。あなたは、これらの店で買い物をしたことがありますか。 

「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」での買い物の有無は、「店があることを知らなかった」が 40.2％と最

も高く、次いで「買い物をしたことがある」が 27.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-11 「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」での買い物の有無 (N=1,316) 

 
 
 
 
 
（２） 過去 1 年間の「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」での買い物の回数 

問 5-1 あなたは、これらの店で、過去 1 年間に何回買い物をしましたか。 

過去 1 年間の「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」での買い物の回数は、「2～9 回」が 53.0％と最も高く、

次いで「1 回」が 23.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-12 過去 1年間の「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」での買い物の回数 (N=355) 

 
 

買い物をしたことがある

27.0%

入ったことはあるが、

買い物をしたことはない

4.8%

店はあることは知っているが、

入ったことはない

26.8%

店があることを知らなかった

40.2%

無回答

1.2%

1回

23.1%

2～9回

53.0%

10回以上

6.5%

過去1年間は買い物をしていない

12.4%

無回答

5.1%
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（３） 「元気ショップ」と「元気ショップいこ～る」の評価 

問 5-2 品揃えや値段、（お買い物された）商品の質、接客はどうでしたか。それぞれの項目について、あてはま

るもの１つに○をつけてください。 

① 品揃え 
品揃えは、「ふつう」が 73.8％と最も高く、次いで「よい」が 16.6％となっている。 

 

図表Ⅱ-6-13 品揃え (N=355) 

 
 
 
 
 
 
 

② 値段 
値段は、「安い（お手ごろ）」と「ふつう」が 45.1％と高く、「高い」が 6.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-14 値段 (N=355) 

 
 

よい

16.6%

ふつう

73.8%

悪い

4.8%

無回答

4.8%

安い（お手ごろ）

45.1%

ふつう

45.1%

高い

6.8%

無回答

3.1%
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③ 商品の質 
商品の質は、「ふつう」が 64.2％と最も高く、次いで「よい」が 30.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-15 商品の質 (N=355) 

 
 
 
 
 
 

 
④ 接客 

接客は、「ふつう」が 51.0％と最も高く、次いで「よい」が 43.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-16 接客 (N=355) 

 

よい

30.1%

ふつう

64.2%

悪い

1.1%

無回答

4.5%

よい

43.1%

ふつう

51.0%

悪い

2.0%

無回答

3.9%
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（４） 「元気カフェ」の利用の有無 

問 6  札幌市では、多くの市民が訪れる公共施設等の空間を生かし、障がいのある人が接客等を通じてさまざ

まな方と交流することで、障がいに対する市民の理解促進につなげていくことなどを目的として、「元気カフ

ェ」を設置しています（運営事業者に対する補助）。あなたは、「元気カフェ」を利用したことがありますか。 

「元気カフェ」の利用の有無は、「店があることを知らなかった」が 62.3％と最も高く、次いで「店はあることは

知っているが、利用したことはない」が 28.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-17 「元気カフェ」の利用の有無 (N=1,316) 

 
 
 
 

 
（５） 過去 1 年間の「元気カフェ」の利用回数 

問 6-1 あなたは、「元気カフェ」を、過去 1 年間で何回利用しましたか。 

過去 1 年間の「元気カフェ」の利用回数は、「2～9 回」が 55.3％と最も高く、次いで「1 回」が 31.1％となって

いる。 

 
図表Ⅱ-6-18 過去 1年間の「元気カフェ」の利用回数 (N=103) 

 

利用したことがある

7.8%

店はあることは知っているが、

利用したことはない

28.6%

店があることを知らなかった

62.3%

無回答

1.3%

1回

31.1%

2～9回

55.3%

10回以上

5.8%

過去1年間は利用していない

7.8%
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（６） 「元気カフェ」の評価 

問 6-2 品揃えや値段、（お買い物された）商品の質、接客はどうでしたか。それぞれの項目について、あてはま

るもの１つに○をつけてください。 

① 品揃え 
品揃えは、「ふつう」が 68.9％と最も高く、次いで「よい」が 18.4％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-19 品揃え (N=103) 

 
 
 
 
 

 
② 値段 

値段は、「安い（お手ごろ）」が 46.6％と最も高く、次いで「ふつう」が 43.7％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-20 値段 (N=103) 

 

よい

18.4%

ふつう

68.9%

悪い

5.8%

無回答

6.8%

安い（お手ごろ）

46.6%

ふつう

43.7%

高い

5.8%

無回答

3.9%
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③ 商品の質 
商品の質は、「ふつう」が 61.2％と最も高く、次いで「よい」が 32.0％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-21 商品の質 (N=103) 

 
 
 
 
 
 
 
 

④ 接客 
接客は、「ふつう」が 49.5％と最も高く、次いで「よい」が 45.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-22 接客 (N=103) 

 
 

よい

32.0%

ふつう

61.2%

無回答

6.8%

よい

45.6%

ふつう

49.5%

無回答

4.9%
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４ 障害者権利条約などについて 
（１） 「障害者権利条約」の認知度 

問 7  国連は、平成 18 年 12 月に「障害者権利条約」を採択しました。この条約は、障がいのある人の権利や

尊厳を保護するため、障がいを理由とする差別の禁止や、障がいのある人が障がいのない人と同じように

暮らすための様々な施策を包括的に定めるもので、平成 19 年 9 月に、日本もこの条約に署名しました。 

あなたは、この条約について知っていましたか。 

「障害者権利条約」の認知度は、「知らなかった」が 68.0％と最も高く、次いで「詳しい内容は知らないが、条

約ができたことは聞いたことがあった」が 26.1％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-23 「障害者権利条約」の認知度 (N=1,316) 

 
 
 

（２） 「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）」の認知度 

問 8  平成 24 年 10 月に「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防

止法）」が施行されました。この法律は、国や地方公共団体、障害福祉サービス従事者等、雇用主などに

障がい者虐待の防止等のための責務を課すとともに、障がい者虐待を受けたと思われる障がい者を発見

した人に対して通報義務を課しています。あなたは、この法律について知っていましたか。 

「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）」の認知度は、

「知らなかった」が 61.2％と最も高く、次いで「詳しい内容は知らないが、法律ができたことは聞いたことがあっ

た」が 31.6％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-24 「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）」の認

知度 (N=1,316) 

条約の内容も含めて知っていた

4.9%

詳しい内容は知らないが、条約が

できたことは聞いたことがあった

26.1%

知らなかった

68.0%

無回答

0.9%

法律の内容も含めて知っていた

6.8%

詳しい内容は知らないが、法律が

できたことは聞いたことがあった

31.6%

知らなかった

61.2%

無回答

0.4%



  101  
 

 
（３） 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」の認知度 

問 9  平成 25 年 6 月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が公布さ

れました。この法律では、国や地方公共団体、民間事業者に差別的取扱いの禁止などを規定するととも

に、差別を解消するための措置などを規定しています。あなたは、この法律について知っていましたか。 

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」の認知度は、「知らなかった」が

71.0％と最も高く、次いで「詳しい内容は知らないが、法律ができたことは聞いたことがあった」が 23.7％となっ

ている。 

図表Ⅱ-6-25 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」の認知度 (N=1,316) 

 
 
 
 
 
 
５ 札幌市の施策について 
（１） 「さっぽろ障がい者プラン」の認知度 

問 10  札幌市では、「さっぽろ障がい者プラン」（計画期間：平成 24 年度～平成 29 年度）を策定しています。こ

れは、障がいのある方の自立や社会参加の支援等について、その基本的な施策を定めるとともに、障害

福祉サービス等に係る提供体制の確保に関し、サービスごとの必要な量の見込みなどについて定めてい

ます。あなたは、この計画があることを知っていましたか。 

「さっぽろ障がい者プラン」の認知度は、「知らなかった」が 83.7％と最も高く、次いで「名前は聞いたことがあ

った」が 11.6％となっている。 

図表Ⅱ-6-26 「さっぽろ障がい者プラン」の認知度 (N=1,316) 

 

法律の内容も含めて知っていた

4.4%

詳しい内容は知らないが、法律が

できたことは聞いたことがあった

23.7%

知らなかった

71.0%

無回答

0.9%

知っていた

4.3%

名前は聞いたことがあった

11.6%

知らなかった

83.7%

無回答

0.5%



  102  
 

 
（２） 物理的バリアの改善について 

問 11  札幌市では、障がいのある人もない人も、市民誰もが互いに人格と個性を尊重し支え合う「共生社会の

実現」のために、4 つの障壁・バリア（物理的バリア、制度的バリア、文化・情報面でのバリア、意識上のバ

リア）を取り除き、障がいについての理解促進を図ることとしています。この取組に関して、次の問いにお答

えください。 

(1)  3 年前と比べて、物理的バリア（建物の出入口や通路に段差があり、車いすなどが利用できない）は、改

善されていると感じますか。 

物理的バリアの改善については、「少しずつ改善されている」が 58.7％と最も高く、次いで「わからない」が

13.8％となっている。 

図表Ⅱ-6-27 物理的バリアの改善について (N=1,316) 

 
 
 
 
（３） 制度的バリアの改善について 

(2)  3 年前と比べて、制度的バリア（障がいがあることで資格が制限され、十分な社会活動ができない）は、改

善されていると感じますか。 

制度的バリアの改善については、「わからない」が 42.0％と最も高く、次いで「少しずつ改善されている」が

22.7％となっている。 

図表Ⅱ-6-28 制度的バリアの改善について (N=1,316) 

 

7.5%

58.7%

11.9%

1.5%

5.6%

13.8%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

かなり改善されている

少しずつ改善されている

あまり改善されていない

まったく改善されていない

どちらともいえない

わからない

無回答

1.7%

22.7%

20.0%

2.5%

10.0%

42.0%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

かなり改善されている

少しずつ改善されている

あまり改善されていない

まったく改善されていない

どちらともいえない

わからない

無回答
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（４） 文化・情報面でのバリアの改善について 

(3)  3 年前と比べて、文化・情報面でのバリア（点字や音声案内、手話通訳などがなく情報が伝わらない）は、

改善されていると感じますか。 

文化・情報面でのバリアの改善については、「わからない」が 34.9％と最も高く、次いで「少しずつ改善されて

いる」が 34.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-29 文化・情報面でのバリアの改善について (N=1,316) 

 
 
 
 

 
（５） 意識上のバリアの改善について 

（４）  3 年前と比べて、意識上のバリア（障がいのある人などへの偏見や哀れみ感情を抱き、平等な交流がで

きない）は、改善されていると感じますか。 

意識上のバリアの改善については、「わからない」が 30.4％と最も高く、次いで「少しずつ改善されている」が

25.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-30 意識上のバリアの改善について (N=1,316) 

 

4.1%

34.3%

16.0%

2.4%

7.3%

34.9%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

かなり改善されている

少しずつ改善されている

あまり改善されていない

まったく改善されていない

どちらともいえない

わからない

無回答

3.0%

25.8%

20.8%

4.9%

13.9%

30.4%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

かなり改善されている

少しずつ改善されている

あまり改善されていない

まったく改善されていない

どちらともいえない

わからない

無回答
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（６） 障がいのある人にとっての札幌市の暮らしやすさ 

問 12  あなたは、札幌市が障がいのある人にとって地域で普通に暮らしやすい都市であると思いますか。 

障がいのある人にとっての札幌市の暮らしやすさは、「まあそう思う」が 26.0％と最も高く、次いで「あまりそう

思わない」が 24.8％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-31  障がいのある人にとっての札幌市の暮らしやすさ (N=1,316) 

 
 
 
 
 
 
 
（７） 「暮らしやすいと思わない」理由 

問 12-1 「そう思わない」理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

「暮らしやすいと思わない」理由は、「障がいのある人に配慮した住宅、建物、交通機関などの整備が不十分

である」が 66.9％と最も高く、次いで「障がいのある人を地域全体で支える体制が整っていない」が 58.7％とな

っている。 

 
図表Ⅱ-6-32 「暮らしやすいと思わない」理由 (複数回答、N=441) 

 

4.5%

26.0%

24.8%

8.7%

15.1%

19.3%

1.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

そう思う

まあそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

どちらともいえない

わからない

無回答

25.4%

51.2%

66.9%

52.2%

22.7%

58.7%

30.8%

10.9%

1.4%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

居宅介護（ホームヘルプサービス）などの

在宅サービスが十分に提供されていない

障がいのある人が生活するに足る

収入が確保されていない

障がいのある人に配慮した住宅、建物、

交通機関などの整備が不十分である

障がいのある人の就労が困難である

障がいのある人からの相談を受ける

体制が整っていない

障がいのある人を地域全体で支える

体制が整っていない

障がいのある人への差別や偏見が大きい

その他

わからない

無回答
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（８） 障がい者対策について 

問 13  あなたは、3 年前と比べて、福祉・教育・まちづくりなどの障がい者施策は進んだと思いますか。 

3 年前と比べて、福祉・教育・まちづくりなどの障がい者施策は進んだと思うかは、「少し進んだと思う」が

33.4％と最も高く、次いで「わからない」が 30.3％となっている。 

 
図表Ⅱ-6-33  障がい者対策について (N=1,316) 

 
 
 
 
 
 
（９） 障がいのある人に関する施策のうち、札幌市がもっと力を入れる必要があるもの 

問 14 障がいのある人に関する施策のうち、札幌市がもっと力を入れる必要があるとあなたが思うものは何で

すか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

障がいのある人に関する施策のうち、札幌市がもっと力を入れる必要があるものは、「障がいのある人に配慮

した住宅、建物、交通機関などの整備」が 54.7％と最も高く、次いで「障がいに応じた職業訓練の充実や雇用

の促進」が 50.8％となっている。 

図表Ⅱ-6-34 障がいのある人に関する施策のうち、札幌市がもっと力を入れる必要があるもの  

(複数回答、N=1,316) 

 

3.3%

33.4%

16.6%

4.9%

10.0%

30.3%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

かなり進んだと思う

少し進んだと思う

あまり進んだと思わない

ほとんど進んだと思わない

どちらともいえない

わからない

無回答

36.8%

37.5%

54.7%

44.8%

50.8%

32.2%

45.9%

42.9%

19.3%

49.1%

2.5%

5.0%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

居宅介護（ホームヘルプサービス）などの

在宅サービスの充実

生活の安定のための手当などの充実

障がいのある人に配慮した住宅、建物、

交通機関などの整備

障がいのある子どもの教育の充実

障がいに応じた職業訓練の充実や雇用の促進

医療サービスやリハビリテーションの充実

障がいのある人やその家族への

相談支援体制の充実

地域全体で障がいのある人を

支えていく体制の整備

点字・手話、字幕放送、るびふりなどの

情報提供の充実

障がいに対する理解の促進

その他

わからない

無回答
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